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　【5】具体的な地名のみで janapadaが省略されている用例

　［0］以上の考察から、「コーサラ国を遊行する」という場合の「コーサラ国」は単数で

は表されずに一般的に複数形で表されるのは、「コーサラ人たちの住む諸々のジャナパダを

遊行する」というように、ここには複数のジャナパダ（土地土地）が予想されていることが

明らかになった。

　そして以上に紹介したのは、‘Kosalesu janapadesu’というように、地名あるいは部族

名に‘janapada’という言葉が添えられ、それらが「コーサラ人たちの住む土地土地」を表

すと明瞭に判断されるケースであった。しかしながら原始仏教聖典にはたとえば経律の始ま

りの部分で、一般的な表現で言えば、「世尊がコーサラ国の何々村におられたときのこと」

という場合や、世尊が「コーサラ国を遊行されて、コーサラ国の何々村に行かれた」という

ような場合の「コーサラ国」にあたる部分に、‘janapada’という言葉が添えられずに、

‘Kosalesu’というような言葉のみで使われるケースも数多く見いだされる。

　この場合の「コーサラ」も複数形であるから、ある一つの統治組織を有する「国家」が想

定されているのではなく、‘janapada’という語の複数形が省略されたものと解される。し

たがってこの場合の‘Kosalesu’は「コーサラ国」と訳するのは適当ではなく、以下には

「コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］」と訳しておいたが、「コーサラ人たちの住む土

地土地」とでも訳せばもっとも現実に合致するであろう。漢訳ではこれが「人間」にあたる

わけである。

　ともかく、このような用例を次に紹介する。ここでも複数形には実線の下線、単数形には

破線の下線を付しておく。

　［1］まず「十六大国」に含まれる国のケースを紹介する。ただし一つの文章中に、複数

の地名あるいは部族名が含まれる場合があるので、それは別に紹介する。

　［1-1］アンガ（AGgAnam）資料を紹介する。

［世尊は］アンガ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］アッサプラという名のアン

ガ人たちのニガマに住された（A∆gesu viharati Assapuraµ nåma A∆gånaµ nigamo）。
MN.039MahAssapura-s.（「馬邑大経」vol.Ⅰ　　p.271）
［世尊は］アンガ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］アーパナという名のアンガ

人たちのニガマに住された（A∆gesu viharati Åpa∫aµ nåma A∆gånaµ nigamo）。
SN.048-050（vol.Ⅴ　　p.225）
［世尊は］アンガ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行されて……チャンパー［・ナ

ガラ］に到着された。まさに世尊はチャンパーのガッガラー・ポッカラニー岸辺に住さ

れた（A∆gesu cårikaµ caramåno……yena Campå tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå 
Campåyaµ viharati Gaggaråya Pokkharaniyå t¥re）。DN.004So∫ada∫∂a-s.（「種徳
経」vol.Ⅰ　　p.111）

　［1-2］マガダ（Magadha）資料を紹介する。
［舎利弗は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ナーラカ・ガーマカに住

した（Magadhesu viharati Nålakagåmake）。SN.038-001（vol.Ⅳ　　p.251）
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［世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］アンダカヴィンダ［・ガー

マ］（1）に住された（Magadhesu viharati Andhakavinde）。SN.006-002-003（vol.Ⅰ　
　p.154）

［世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］パンチャサーラー婆羅門村

に住された（Magadhesu viharati Pañcasålåyaµ brahma∫agåme）。SN.004-002-008
（vol.Ⅰ　　p.113）
［世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ダッキナーギリのエーカナー

ラー婆羅門村に住された（Magadhesu viharati Dakkhi∫ågirismiµ Ekanå¬åyaµ brah- 
ma∫agåme）。SN.007-002-001（vol.Ⅰ　　p.172）
［世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］マートゥラー［・ナガラ］

（2）に住された（Magadhesu viharati Måtulåyaµ）。DN.026Cakkavattis¥hanåda-s.
（「轉輪聖王師子吼経」vol.Ⅲ　　p.058）
［世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行されて、ラージャガハに到着

された（Magadhesu cårikaµ caramåno yena Råjagahaµ tad avasari）。MN.140 
Dhåtuvibha∆ga-s.（「界分別経」vol.Ⅲ　　p.237）
［世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行されて……カーヌマタと名づ

けるマガダ人たちの婆羅門村に到着された。そこで世尊はカーヌマタ［婆羅門村］に住

された（Magadhesu cårikaµ caramåno……yena Khånumataµ nåma Magadhånaµ 
bråhma∫a-gåmo tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Khånumate viharati Ambala†- 
†hikåyaµ）。DN.005K∑†adanta-s.（「究羅壇頭経」vol.Ⅰ　　p.127）
［世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行されて……パータリ・ガーマ

に到着された（Magadhesu cårikañ caramåno……yena På†aligåmo tad avasari）。
Udåna008-006（p.085）
［私、即ち世尊は］マガダ人たちの住む［諸ジャナパダ］を次々に遊行して、ウルヴェー

ラーのセーナー・ニガマに到着した（Magadhesu anupubbena cårikaµ caramåno yena 
Uruvelå Senånigamo tad avasariµ）（3）。MN.026Ariyapariyesana-s.（「聖求経」
vol.Ⅰ　　p.166）
（1）アンダカヴィンダの規模を示す属性は、註釈書SArattha-pakAsinI（vol.Ⅰ　　p.220）によれば、

Andhakavindan ti evaµnåmaka gåmaµとあって、その規模を示す属性はガーマ（gåma）
とする。

（2）註釈書 SUmaGgala-vilAsinI（vol.Ⅲ　　p.845）には、MAtulAyan ti evaMnAmake nagare.と

あって、その規模を示す属性はナガラ（nagara）とする。

（3）この文章は世尊自身が成道後に向った地を後に回想して語られたものである。

　［1-3］カーシ（Kåsi）資料を紹介する。
［世尊は］カーシ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行された……ときに世尊はカー

シ人たちの住む［諸ジャナパダ］を次々に遊行して、キーターギリと名づけるカーシ人

たちのニガマに到達された。そこで世尊はキーターギリというカーシ人たちのニガマに

住された（Kås¥su cårikaµ carati……atha kho Bhagavå Kås¥su anupubbena cårikaµ 
caramåno yena K¥†ågiri nåma Kås¥naµ nigamo tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå 
K¥†ågirismiµ viharati Kås¥naµ nigame）。MN.070K¥†ågiri-s.（「枳咤山邑経」vol.
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Ⅰ　　p.473）
　［1-4］コーサラ（Kosala）資料を紹介する。

［クマーラ・カッサパは］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……セー

タヴィヤーと名づけるコーサラ人たちのナガラに到着した。そこでクマーラ・カッサパ

はセータヴィヤーの北方にあるセータヴィヤーのシンサパー・ヴァナに住した

（Kosalesu cårikaµ caramåno…… yena Setavyå nåma Kosalånaµ nagaraµ tad 
avasari. tatra sudaµ åyasmå Kumåra-kassapo Setavyåyaµ viharati uttarena 
Setavyå Siµsapå-vane）。DN.023Påyåsi-s.（「弊宿経」vol.Ⅱ　　p.316）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……ケーサプッタと名

づけるカーラーマ人たちのニガマに到着された（Kosalesu cårikaµ caramåno……yena 
Kesaputtaµ nåma Kålåmånaµ nigamo tad avasari）。AN.003-007-065（vol.Ⅰ　　
p.188）

［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……ダンダカッパカと

名づけるコーサラ人たちのニガマに到着された（Kosalesu cårikaµ caramåno……yena 
Da∫∂akappakaµ nåma Kosalånaµ nigamo tad avasari）。AN.006-006-062（vol.Ⅲ　
　p.402）

［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……ナラカパーナと名

づけるコーサラ人たちのニガマに到着された。そこで世尊はナラカパーナのパラーサ・

ヴァナに住された（Kosalesu cårikaµ caramåno……yena Na¬akapånaµ nåma Kosa- 
lånaµ nigamo tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Na¬akapåne viharati Palåsavane）。
AN.010-007-067（vol.Ⅴ　　p.122）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……パンカダーと名づ

けるコーサラ人たちのニガマに到着された。そこで世尊はパンカダーに住された（Ko- 
salesu cårikaµ caramåno……yena Pa∆kadhå nåma Kosalånaµ nigamo tad avasari. 
tatra sudaµ Bhagavå Pa∆kadhåyaµ viharati）。AN.003-009-090（vol.Ⅰ　　p.236）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……イッチャーナンガ

ラと名づけるコーサラ人たちの婆羅門村に到着された。そこで世尊はイッチャーナンガ

ラのイッチャーナンガラ・ヴァナサンダに住された（Kosalesu cårikaµ caramåno……
yena Icchåna∆galaµ（1） nåma Kosalånaµ bråhma∫a-gåmo tad avasari. tatra sudaµ 
Bhagavå Icchåna∆kale viharati Icchåna∆kala-vanasa∫de）。DN.003 AmbaTTha-s.（

「阿摩晝経」vol.Ⅰ　　p.087）、AN.005-003-030（vol.Ⅲ　　p.030）、AN.006-004-
042（vol.Ⅲ　　p.341）、AN.008-009-086（vol.Ⅳ　　p.340）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……サーラヴァティカー

［・ガーマ］（2）に到達された（Kosalesu cårikaµ caramåno……yena Sålavatikå tad 
avasari）。DN.012Lohicca-s.（「露遮経」vol.Ⅰ　　p.224）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……マナサーカタと名

づけるコーサラ人たちの婆羅門村に到着された。そこで世尊はマナサーカタのマナサー

カタ北方を流れるアチラヴァティー河の辺にあるアンバ・ヴァナに住された（Kosalesu 
cårikaµ caramåno…… yena Manasåka†aµ nåma Kosalånaµ bråhma∫a-gåmo tad 
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avasari. tatra sudaµ Bhagavå Manasåka†e viharati uttarena Manasåka†assa Acira- 
vatiyå nadiyå t¥re amba-vane）。DN.013Tevijja-s.（「三明経」vol.Ⅰ　　p.235）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……サーラーと名づけ

るコーサラ人たちの婆羅門村に到着された（Kosalesu cårikaµ caramåno……yena Sålå 
nåma Kosalånaµ bråhma∫agåmo tad avasari）。MN.041Såleyyaka-s.（「薩羅村婆
羅門経」vol.Ⅰ　　p.285）、MN.060Apa∫∫aka-s.（「無戯論経」vol.Ⅰ　　p.400）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……オーパサーダと名

づけるコーサラ人たちの婆羅門村に到着された。そこで世尊はオーパサーダのオーパサー

ダ北方に位置するデーヴァ・ヴァナ［あるいはまた］サーラ・ヴァナ（3）［とも称され

る林］に住された（Kosalesu cårikaµ caramåno……yena Opasådaµ nåma Kosalånaµ 
bråhma∫agåmo tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Opasåde viharati uttarena 
Opasådaµ devavane sålavane）。MN.095CaGkI-s.（「商伽経」vol.Ⅱ　　p.164）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……ヴェールドゥヴァー

ラと名づけるコーサラ人たちの婆羅門村に到着された（Kosalesu cårikaµ caramåno…
…yena Ve¬udvåraµ nåma Kosalånaµ bråhma∫agåmo tad avasari）。SN.055-007
（vol.Ⅴ　　p.352）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……ヴェーナーガプラ

と名づけるコーサラ人たちの婆羅門村に到着された（Kosalesu cårikaµ caramåno……
yena Venågapuraµ nåma Kosalånaµ brahma∫agåmo tad avasari）。AN.003-007-
063（vol.Ⅰ　　p.180）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行し……ときに世尊はコーサ

ラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を次々に遊行して、チャンダラカッパ［・ガーマ］（4）

に到着された。そこで世尊はチャンダラカッパのトーデッヤ婆羅門のアンバ・ヴァナに

住された（Kosalesu cårikaµ carati…… atha kho Bhagavå Kosalesu anupubbena 
cårikaµ caramåno Ca∫∂alakappaµ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Ca∫∂alakappe 
viharati Todeyyånaµ bråhma∫ånaµ ambavane）。MN.100Sa∆gårava-s.（「傷歌邏
経」vol.Ⅱ　　p.209）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して、カピラヴァットゥに

到達された（Kosalesu cårikaµ caramåno yena Kapilavatthu tad avasari）。AN.003
-013-124（vol.Ⅰ　　p.276）
［世尊は］コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行し……ナーランダーに到着

された。そこで世尊はナーランダーのパーヴァーリカのアンバ・ヴァナ（5）に住された

（Kosalesu cårikaµ caramåno……yena Nå¬andå tad avasåri. tatra sudaµ Bhagavå 
Nå¬andåyaµ viharati Påvårikambavane）。SN.042-009（vol.Ⅳ　　p.322）
（1）PTSテキストにはIcchåna∆kalaµと校訂するが、同テキストの脚注により訂正。
（2）註釈書 SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅱ　　p.395）にはSAlavatikA ti tassa gAmassa nAmaMとあ

る。

（3）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅲ　　p.414）には、「‘デーヴァ・ヴァナ、サーラ・ヴァナ’と
は、そこで神々たちの供犠祭が執り行われる。それ故にそれ［即ち、ヴァナ］は、デーヴァ・

ヴァナとも、サーラ・ヴァナとも呼ばれる（devavane sAlavane ti tasmiM kira devatAnaM 

パーリ仏典に見る janapada と raTTha



balikammaM karIyati, tena taM devavanan ti pi sAlavanan ti pi vuccati）」とあり、同じ

林（vana）を指していることになる。

（4）ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版にはCañcalikappaと校訂する。な
お註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅲ　　p.451）にはCañcalikappe ti evaµnåmake gåmeとあっ
て、その規模を示す属性を「村（gåma）」とする。

（5）註釈書 SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅱ　　p.388）によると、「‘パーヴァーリカのアンバ・ヴァ
ナに’とは、パーヴァーリカの所有するマンゴー樹林に、である（PAvArikambavane ti 

PAvArikassa ambavane）」とある。また同上註釈書（vol.Ⅲ　　p.873）ほか、PapaJca-sUdanI

（vol.Ⅲ　　p.052）、SArattha-pakAsinI（vol.Ⅲ　　p.208）には「‘パーヴァーリカのアンバ・
ヴァナに’とは、ドゥッサパーヴァーリカ長者の所有するマンゴー樹林に、である

（PAvArikambavane ti DussapAvArika-seTThino ambavane）」ともある。なおドゥッサパー

ヴァーリカ長者については Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅱ　　p.1100）を参照。
　［1-5］ヴァッジ（Vajji）資料を紹介する。

［世尊は］ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ウッカチェーラー［・ナ

ガラ］（1）のガンガー河の岸辺に住された（Vajj¥su viharati Ukkacelåyaµ Ga∆gåya 
nadiyå t¥re）。MN.034C∑¬agopålaka-s.（「牧牛者小経」vol.Ⅰ　　p.225）
［世尊は］ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ハッティ・ガーマに住さ

れた（Vajj¥su viharati Hatthigåme）。SN.035-125（vol.Ⅳ　　p.109）
［世尊は］ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］コーティ・ガーマに住さ

れた（Vajj¥su（2） viharati Ko†igåme）。SN.056-021（vol.Ⅴ　　p.431）
［世尊は］ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］バンダ・ガーマに住され

た（Vajj¥su viharati Bha∫∂agåme）。AN.004-001-001（vol.Ⅱ　　p.001）
［カーカンダカの子であるヤサ比丘は］ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊

行して、ヴェーサーリーに到達した。そこでカーカンダカの子ヤサはヴェーサーリーの

マハーヴァナ内にあるクーターガーラサーラー（重閣講堂）に住した（Vajj¥su cårikaµ 
caramånå yena Vesål¥ tad avasari. tatra sudaµ åyasmå Yaso Kåka∫∂akaputto 
Vesåliyaµ viharati Mahåvane K∑†ågårasålåyaµ）。Vinaya「七百　度」（vol.Ⅱ　　
p.294）

（1）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅱ　　p.265）によれば、UkkacelAyan ti evaMnAmake nagareと

あって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」である。

（2）PTSテキストにはVajjisuと校訂するも、ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD
- ROM 版により訂正。

　［1-6］マッラ（Malla）資料を紹介する。
［世尊は］マッラ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ウルヴェーラカッパと名づ

けるマッラ人たちのニガマに住された（Mallesu（1） viharati Uruvelakappaµ nåma 
Mallånaµ（2） nigamo）。SN.042-011（vol.Ⅳ　　p.327）
［世尊は］マッラ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］アヌピヤーと名づけるマッ

ラ人たちのニガマに住された（Mallesu viharati Anupiyaµ nåma Mallånaµ nigamo）。
DN.024Påtika-s.（「波梨経」vol.Ⅲ　　p.001）
［世尊は］マッラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……パーヴァーと名づけ

るマッラ人たちのナガラに到達された。そこで世尊はパーヴァーのチュンダという鍛冶
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師の子が所有するアンバ・ヴァナに住された（Mallesu cårikaµ caramåno……yena 
Påvå nåma Mallånaµ nagaraµ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Påvåyaµ viharati 
Cundassa kammåra-puttassa amba-vane）。DN.033Sa∆g¥ti-s.（「等誦経」vol.Ⅲ　　
p.207）、Udåna008-005（p.081）（3）
［世尊は］マッラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……トゥーナと名づける

マッラ人たちの婆羅門村に到達された（Mallesu cårikaµ caramåno……yena Th∑naµ 
nåma Mallånaµ bråhma∫agåmo tad avasari）。Udåna007-009（p.078）
（1）PTS テキストにはMalatesuと校訂するが、同テキストの脚注により訂正。なお註釈書

SArattha-pakAsinI（vol.Ⅲ　　p.108）にもMallesU ti evaMnAmake janapadeとある。

（2）PTSテキストにはMalatAnaMと校訂するが、PTSテキストの脚注により訂正。
（3）但し、『ウダーナ』には「パーヴァーに到着された（yena PAvA tad avasari）」とあって、

「マッラ人たちのナガラに（nAma MallAnaM nagaraM）」という一文を欠く。

　［1-7］チェーティ（Ceti）資料を紹介する。

［多数の長老比丘たちは］チェーティ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］サハン

チャニカ［・ナガラ］（1）に住した（Cetesu viharanti Sahañcanike）。SN.056-030
（vol.Ⅴ　　p.436）
［マハーチュンダ（MahAcunda）比丘は］チェーティ人たちの住む［諸ジャナパダの

なかの］サハジャーティー［・ニガマ］（2）に住した（Cet¥su viharati Sahajåtiyaµ）。
AN.006-005-046（vol.Ⅲ　　p.355）
［アヌルッダ（Anuruddha）比丘が］チェーティ人たちの住む［諸ジャナパダのなか

の］パーチーナヴァンサダーヤに住していた（Cet¥su viharati Påc¥navaµsadåye（3））。
AN.008-003-030（vol.Ⅳ　　p.228）
［世尊は］チェーティヤ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行してバッダヴァティカー

に向けて出発された。……ときに世尊は次々に遊行してバッダヴァティカー［・ガーマ

あるいはニガマ］（4）に到達された（Cetiyesu cårikaµ caramåno yena Bhaddavatikå 
tena påyåsi. … … atha kho Bhagavå anupubbena cårikaµ caramåno yena 
Bhaddavatikå tad avasari）。Vinaya「波逸提051」（vol.Ⅳ　　p.108）
（1）註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅲ　　p.299）によるとSahaJcanike ti SahaJcaniya-nagareと

あって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」である。

（2）註釈書 Manoratha-pUraNI（vol.Ⅲ　　p.379）ではSayaMjAtiyan ti evaMnAmake nigameと

あって、その規模を示す属性は「ニガマ（nigama）」とする。

（3）PTSテキストの脚注にPAcInavaMsamigAdAyeともある。

（4）註釈書 Samanta-pAsAdikA（vol.Ⅳ　　p.859）にはBhaddavatikA ti eko gAmoとあり、また

JAtaka 081（vol.Ⅰ　　p.360）にはBhaddavatikaM nAma nigamaMとあって、その規模を

示す属性は「ガーマ（gAma）」あるいは「ニガマ（nigama）」とある。

　［1-8］クル（Kuru）資料を紹介する。

［世尊は］クル人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］カンマーサダンマと名づける

クル人たちのニガマに住された（Kur∑suviharati Kammåsadhammaµ nåma Kur∑naµ 
nigamo）。DN.015Mahånidåna-s.（「大縁経」vol.Ⅱ　　p.055）
［世尊は］クル人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……トゥッラコッティタと

名づけるクル人たちのニガマに到達された（Kur∑su cårikaµ caramåno……yena Thul- 
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lako††hitaµ nåma Kur∑naµ nigamo tad avasari）。MN.082Ra††hapåla-s.（「頼　
　羅経」vol.Ⅱ　　p.054）

　［1-9］アヴァンティ（Avanti）資料を紹介する。

［マハーカッチャーナ（MahAkaccAna）比丘は］アヴァンティ人たちの住む［諸ジャ

ナパダのなかの］クララガラ［・ナガラ］（1）のパヴァッタ山に住した（Avant¥su vi- 
harati Kuraraghare Pavatte pabbate）。SN.022-003（vol.Ⅲ　　p.009）、UdAna005-

006（p.057）、Vinaya「皮革　度」（vol.Ⅰ　　p.194）（2）
［マハーカッチャーナ比丘は］アヴァンティ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］

マッカラカタ［・ナガラ］（3）のアランニャにある小屋に住した（Avant¥su viharati 
Makkaraka†e araññaku†ikåyaµ（4））。SN.035-132（vol.Ⅳ　　p.116）
（1）註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅱ　　p.258）、UdAna-aTThakathA（p.307）、SumaGgala-vi- 

lAsinI（vol.Ⅴ　　p.1087）には Kuraraghare ti evaMnAmake nagareとあって、その規模を示

す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

（2）ただしパーリの律蔵には「パヴァッタ山（Pavatta pabbata）」は「パパータ山（PapAta pa- 

bbata）」とある。なお SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅴ　　p.1087）では「‘パパタカ山に’とは、
パパタと名づける山に、である（Papatake pabbate ti PapatanAmake pabbate）」とある。

また UdAna-aTThakathA（p.307）には「‘パヴァッタ山に’とは、パヴァッタと名づける山

に、である。人々は『パパータ山に』とも読む（Pavatte pabbate ti PavattanAmake 

pabbate. "PapAte pabbate" ti pi paThanti）」とある。

（3）註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅱ　　p.397）にはMakkarakate ti evaMnAmake nagareとあっ

て、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

（4）PTSテキストにはaraJJe kuTikAyaMとあるが、同テキストの脚注により訂正。なお本文中
にもaraJJakuTikAとある。

　［2］次に「十六大国」に入らない地名の用例を紹介する。これにも上記と同じような複

数表現が見られるので、前節において「大国」であるがゆえに複数のジャナパダを含み、そ

こで複数形で表現されると結論したのとは矛盾するわけである。

　［2-1］アングッタラーパ（A∆guttaråpa）資料を紹介する。
［世尊は］アングッタラーパ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］アーパナと名づ

けるアングッタラーパ人たちのニガマに住された（A∆guttaråpesu viharati Åpa∫aµ 
nåma A∆guttaråpånaµ nigamo）。MN.054Potaliya-s.（「哺多利経」vol.Ⅰ　　p.359）
［世尊は］アングッタラーパ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……アーパナ

と名づけるアングッタラーパ人たちのニガマに到達された（A∆guttaråpesu cårikañ 
caramåno……yena Åpa∫aµ nåma A∆guttaråpånaµ nigamo etad avasari）。Suttani- 
påta 003-007（p.102）、MN.092Sela-s.（「施羅経」vol.Ⅱ　　p.146）

　［2-2］サッカ（Sakka）資料を紹介する。
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］カピラヴァットのマハーヴァ

ナに住された（Sakkesu viharati Kapilavatthusmiµ Mahåvane）。DN.020Mahåsa- 
maya-s.（「大會経」vol.Ⅱ　　p.253）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］カピラヴァットのニグロー

ダ・アーラーマに住された（Sakkesu viharati Kapilavatthusmiµ Nigrodhåråme）。
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MN.014C∑ladukkhakkhandha-s.（「苦蘊小経」vol.Ⅰ　　p.091）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］サーマ・ガーマに住された

（Sakkesu viharati Såmagåme）。MN.104 Såmagåma-s.（「舎彌村経」vol.Ⅱ　　
p.243）

［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］サーマ・ガーマカのポッカ

ラニヤーに住された（Sakkesu viharati Såmagåmake Pokkhara∫iyåyaµ）。AN.006-
003-021（vol.Ⅲ　　p.309）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］シラーヴァティーに住され

た（Sakkesu viharati Silåvatiyaµ）。SN.004-003-001（vol.Ⅰ　　p.117）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］デーヴァダハと名づけるサ

キヤ人たちのニガマに住された（Sakkesu viharati Devadahaµ nåma Sakyånaµ ni- 
gamo）。MN.101Devadaha-s.（「天臂品経」vol.Ⅱ　　p.214）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］コーマドゥッサと名づける

サキヤ人たちのニガマに住された（ Sakkesu viharati Khomadussaµ nåmaµ 
Sakyånaµ nigamo）。SN.007-002-012（vol.Ⅰ　　p.184）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］メーダルンパと名づけるサ

キヤ人たちのニガマに住された（Sakkesu viharati Meda¬umpaµ nåma Sakyånaµ ni- 
gamo）。MN.089Dhammacetiya-s.（「法荘厳経」vol.Ⅱ　　p.118）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ナガラカと名づけるサキヤ

人たちのニガマに住された（Sakkesu viharati Nagarakaµ nåma Sakyånaµ nigamo）。
SN.045-002（vol.Ⅴ　　p.002）
［世尊は］サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ヴェーダンニャと名づける

サキヤ人たちがいて、そのアンバ・ヴァナ内の重閣に住された（Sakkesu viharati Ve- 
dhaññå nåma Sakyå tesaµ Ambavane påsåde）。DN.029Påsådika-s.（「清浄経」
vol.Ⅲ　　p.117）

　［2-3］バッガ（Bhagga）（1）資料を紹介する。
［目連は］バッガ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］スンスマーラギラのベーサ

カラー・ヴァナのミガダーヤに住していた（Bhaggesu viharati Su≤sumåragire Bhe- 
saka¬åvane Migadåye）。MN.050Måratajjaniya-s.（「魔訶責経」vol.Ⅰ　　p.332）
［世尊は］バッガ人たちの住む［諸ジャナパダ］に随意の間住された後、サーヴァッ

ティーに向けて遊行に出られた。次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこ

で世尊はサーヴァッティーのジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住

された（Bhaggesu yathåbhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi. 
anupubbena cårikañ caramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Så- 
vatthiyaµ viharati Jetavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。Vinaya「小事　度」（vol.
Ⅱ　　p.129）
［世尊は］ヴェーサーリーに随意の間住された後、バッガ人たちの住む［諸ジャナパ

ダ］に向けて遊行に出られた。次々に遊行してバッガ人たちの住む［諸ジャナパダ］に

到着された。そこで世尊はバッガ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］スンスマーラ
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ギラのベーサカラー・ヴァナのミガダーヤに住された（Vesåliyaµ yathåbhirantaµ vi- 
haritvå yena Bhaggå tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikañ caramåno yena 
Bhaggå tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Bhaggesu viharati Suµsumåragire Bhe- 
saka¬åvane migadåye）。Vinaya「小事　度」（vol.Ⅱ　　p.127）
（1）マララセーケーラ氏は Bhaggåで項目を立てる。Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅱ　

　p.345）を参照。バッガはヴァンサ（VaMsa, Vatsa）に従属していたとされている。水野

弘元「初期仏教の印度に於ける流通分布に就いて」p.035 Ⅰならびに中村元『インド史　』

（「中村元選集［決定版］」第 5巻）p.389 を参照。

　［2-4］コーリヤ（Koliya）資料を紹介する。
［世尊は］コーリヤ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ハリッダヴァサナと名づ

けるコーリヤ人たちのニガマに住された（Koliyesu viharati Haliddavasanaµ nåma 
Koliyånaµ nigamo）。MN.057Kukkuravatika-s.（「狗行者経」vol.Ⅰ　　p.387）
［世尊は］コーリヤ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］カッカラパッタと名づけ

るコーリヤ人たちのニガマに住された（Ko¬iyesu viharati Kakkarapattaµ nåma Ko¬i- 
yånaµ nigamo）。AN.008-006-054（vol.Ⅳ　　p.281）
［世尊は］コーリヤ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］サッジャネーラと名づけ

るコーリヤ人たちのニガマに住された（Ko¬iyesu viharati Sajjanelaµ（1） nåma Ko¬i- 
yånaµ nigamo）。AN.004-006-057（vol.Ⅱ　　p.062）
［阿難は］コーリヤ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］サープーガ（2）と名づけ

るコーリヤ人たちのニガマに住した（Koliyesu viharati Såp∑gannåma Koliyånaµ ni- 
gamo）。AN.004-020-194（vol.Ⅱ　　p.194）
［世尊は］コーリヤ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ウッタラと名づけるコー

リヤ人たちのニガマに住された（Koliyesu viharati Uttaraµ nåma Koliyånaµ nigamo）。
SN.042-013（vol.Ⅳ　　p.340）
（1）ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版はPajjanikaMと校訂する。PTS

テキスト脚注にもPajjanikaMとある。なお註釈書Manoratha-pUraNI（vol.Ⅲ　　p.096）には
Pajjanikan ti tassa nigamassa nAmaMとある。

（2）ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版は SAmugaMと校訂する。PTSテ
キスト脚注に SAmugiyaMともある。なお註釈書 Manoratha-pUraNI（vol.Ⅲ　　p.173）には
SAmugiyA ti SAmuga-nigama-vAsinoとある。

　［2-5］スンバ（Sumbha）（1）資料を紹介する。
［世尊は］スンバ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］セータカと名づけるスンバ

人たちのニガマに住された（Sumbhesu viharati Setakaµ nåma Sumbhånaµ nigamo）。
SN.046-030（vol.Ⅴ　　p.089）
（1）水野博士によれば Sumbhaは Suhmaに当るかも知れないとされた上で、この Suhmaはガン

ジス河の河口地方か、またはそれ以南にわたる東インドに位置すると推定されている。「初

期仏教の印度に於ける流通分布に就いて」pp.008~009

　［2-6］ヴィデーハ（Videha）資料を紹介する。
［世尊は］ヴィデーハ人たちの住む［諸ジャナパダ］を遊行して……。ときに世尊は

ヴィデーハ人たちの住む［諸ジャナパダ］を次々に遊行してミティラーに到達された。

そこで世尊はミティラー（1）のマハーデーヴァのアンバ・ヴァナに住された（Videhesu 
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cårikaµ carati……atha kho Bhagavå Videhesu anupubbena cårikaµ caramåno yena 
Mithilå tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Mithilåyaµ viharati Makhådevambavane.）。
MN.091Brahmåyu-s.（「梵摩経」vol.Ⅱ　　p.133~p.140）
（1）CariyA-piTaka の註釈書には、「‘ミティラーの最上のプラに’とは、ミティラーと名づける

ヴィデーハ人たちの最上のナガラに、である（MithilAyaM puruttame ti MithilAnAmake 

VidehAnaM uttamanagare」（p.051）とあって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」

とし、ヴィデーハの首都（puruttama）とする。

　［3］次に一つの文章の中に複数の地名あるいは部族名が含まれる用例を紹介する。

カリンガ人たちの住むダンタプラとアッサカ人たちの住むポータナ（Dantapuraµ 
Kali∆gånaµ（1） Assakånañ ca Potanaµ）、アヴァンティ人たちの住むマーヒッサティー
とソーヴィーラ人たちの住むロールカ（Måhissat¥ Avant¥naµ Sov¥rånañ ca Rorukaµ）、
ヴィデーハ人たちの住むミティラーとアンガ人たちの住むチャンパー（M¥thilå ca Vi- 
dehånaµ Campå A∆gesu（2））、そしてカーシ人たちの住むバーラーナシー（Bårå∫as¥ 
ca Kås¥naµ）を、ゴーヴィンダが建設した、と。DN.019Mahågovinda-s.（「大典尊経」
vol.Ⅱ　　p.235）
［イシダッタ（Isidatta）とプラーナ（PurANa）という２人の大工が舎衛城近くのサー

ドゥカ（SAdhuka）村で出迎えた世尊に］私たちは「世尊がサーヴァッティーよりコー

サラ人たちの住む［諸ジャナパダ］に遊行に出られるだろう（SAvatthiyA Kosalesu 

cArikaM pakkamissati）」と聞くとき、……「コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］

よりマッラ人たちの住む［諸ジャナパダ］に遊行に出られるだろう（Kosalehi Malle（3） 

cArikaM pakkamissati）」と聞くとき、……「マッラ人たちの住む［諸ジャナパダ］よ

りヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダ］に遊行に出られるだろう（Mallehi Vajjiµ（4） 

cArikaM pakkamissati）」と聞くとき、……「ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダ］

よりカーシ人たちの住む［諸ジャナパダ］に遊行に出られるだろう（Vajj¥hi Kåsiµ（5） 

cArikaM pakkamissati）」と聞くとき、……「カーシ人たちの住む［諸ジャナパダ］よ

りマガダ人たちの住む［諸ジャナパダ］に遊行に出られるだろう（Kås¥hi Magadhe（6） 

cArikaM pakkamissati）」と聞くとき、そのとき‘世尊が私たちから遠ざかられた’と

［思って］、私たちには喜びなく、憂いがある。

私たちは「世尊がマガダ人たちの住む［諸ジャナパダ］よりカーシ人たちの住む［諸

ジャナパダ］に遊行に出られるだろう（Mågadhehi Kåsiµ（7） cArikaM pakkamissati）」

と聞くとき、……「カーシ人たちの住む［諸ジャナパダ］よりヴァッジ人たちの住む

［諸ジャナパダ］に（Kås¥hi Vajj¥（8））」、……「ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパ
ダ］よりマッラ人たちの住む［諸ジャナパダ］に（Vajj¥hi Malle（9））」、……「マッラ
人たちの住む［諸ジャナパダ］よりコーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］に（Mallehi 

Kosale）」、……「コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］よりサーヴァッティーに遊

行に出られるだろう（Kosalehi SAvatthiM cårikaµ pakkamissati）」と聞くとき、その
とき‘世尊が私たちに近づかれた’と［思って］、私たちには喜びあり、満足である。

SN.055-006（vol.Ⅴ　　p.349）（10）
［私、即ちバッダー（BhaddA）比丘尼は］アンガ人たちの住む［諸ジャナパダ］、
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マガダ人たちの住む［諸ジャナパダ］、ヴァッジ人たちの住む［諸ジャナパダ］、カー

シ人たちの住む［諸ジャナパダ］、コーサラ人たちの住む［諸ジャナパダ］を往来した

（ci∫∫å A∆gå ca Magadhå Vajj¥ Kås¥ ca Kosalå）。TherIgAthAv.110（p.134）
（1）PTSテキストはKåli∆gånaµとするが、同脚注により訂正。
（2）アンガのみ A∆gesu と処格になっているが、その理由は不明である。
（3）ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版ではMallesuと校訂。
（4）同上、Vajj¥suと校訂。
（5）同上、Kås¥suと校訂。
（6）同上、Mågadheと校訂。なお同版では遊行先のマガダとコーサラは複数形の業格で校訂され

ている。

（7）同上、Kås¥suと校訂。
（8）同上、Vajj¥suと校訂。
（9）同上、Mallesuと校訂。
（10）相応する漢訳の『雑阿含』860（大正 02　p.218 下）では「梨師達多及富蘭那。稽首佛足。

退坐一面白佛言。世尊。我今四體支解。四方易韻。所憶念事。今悉迷忘。何時當復得見世尊

及諸知識比丘。世尊今出。至拘薩羅。從拘薩羅至伽尸。從伽尸至摩羅。從摩羅至摩竭陀。從

摩竭陀至殃伽。從殃伽至修摩。從修摩至分陀羅。從分陀羅至迦陵伽。是故我今極生憂苦」と

あって、拘薩羅（Kosala）→伽尸（KAsi）→摩羅（Malla）→摩竭陀（Magadha）というヴァッ

ジ（Vajji）を除く遊行ルートに加え、さらにパーリ文とは異なる殃伽（AGga）→修摩

（Suhma）→分陀羅（PuNDra）→迦陵伽（KaliGga）という遊行ルートを伝える。

　［4］以上がジャナパダという言葉をともなわずに、地名ないし部族名が単独に用いられ

る用例である。

　［4-1］このうち「十六大国」に含まれる地名ないし部族名は、アンガ、マガダ、カーシ、

コーサラ、ヴァッジ、マッラ、チェーティ、クル、アヴァンティである。これらはいずれも

複数形で表されている。

　［4-2］「十六大国」以外の地名ないし部族名は、アングッタラーパ、サッカ、バッガ、

コーリヤ、スンバ、ヴィデーハ、カリンガ、アッサカ、ソーヴィーラである。この中にはあ

まりはっきりしない地名も含まれるが、サッカ（釈迦）などのように多くは一般的には「国」

と認識されているところである。そしてこれらは前節の考察に基づいていえば「普通の国」

であって、‘janapada’とともに合成語ないしは関連して表現されるときには単数形で表れ

ていたのであるが、ここではいずれも複数形で表されている。

　おそらくこれは例外なく、「アングッタラーパ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］アー

パナ」「サッカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］カピラヴァットゥ」「クル人たちの

住む［諸ジャナパダのなかの］カンマーサダンマ」「アヴァンティ人たちの住む［諸ジャナ

パダのなかの］クララガラ」「バッガ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］スンスマーラ

ギラ」「コーリヤ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ハリッダヴァナサ」「スンバ人た

ちの住む［諸ジャナパダのなかの］セータカ」「ヴィデーハ人たちの住む［諸ジャナパダの

なかの］ミティラー」「カリンガ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ダンタプラ」「アッ

サカ人たちの住む［諸ジャナパダのなかの］ポータナ」「ソーヴィーラ人たちの住む［諸ジャ

ナパダのなかの］ロールカ」のように、アングッタラーパ国やサッカ国のなかのある限定さ
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れた地名を表す構文として使われているからであろう。

　先に「普通の国」も、この中には複数の地域、すなわち複数のナガラやニガマやガーマを

含むと述べたことがここに現れているわけである。だからこそアングッタラーパやサッカな

ども「国」と呼ぶに足る資格を有するのであるが、しかし「大国」とは認識されていなかっ

たということが、前節からの今節を含めた考察から推測される。

　したがってわれわれの「仏在処・説処一覧」では、資料集が多ければ、これらも独立した

「国」と認定してよいということになるであろう。

　［5］ところが、同じような形式でアーラヴィー（1）のみは次のように単数形で示される。

［ヴァンギーサ（VaGgIsa）比丘は］アーラヴィー人の住む［ジャナパダのなかの］

アッガーラヴァ・チェーティヤに住していた（Å¬aviyaµ viharati Aggå¬ave cetiye）。
SN.008-001（vol.Ⅰ　　p.185）
［世尊は］アーラヴィー人の住む［ジャナパダのなかの］アーラヴァカ・ヤッカの住

処に住された（Å¬aviyaµ viharati Å¬avakassa Yakkhassa bhavane）。SN.010-012
（vol.Ⅰ　　p.213）
［世尊は］アーラヴィー人の住む［ジャナパダのなかの］牛が歩む路上（2）のシンサ

パー・ヴァナの葉座に住された（Å¬aviyaµ viharati gomagge Siµsapåvane pa∫∫asan- 
thare）。AN.003-004-034（vol.Ⅰ　　p.136）
［世尊は］キターギリに随意の間住された後、アーラヴィー人の住む［ジャナパダ］

に向けて出発された。次々に遊行してアーラヴィー人の住む［ジャナパダ］に到着され

た。そこで世尊はアーラヴィー人の住む［ジャナパダのなかの］アッガーラヴァ・チェー

ティヤに住された（Ki†ågirismiµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Å¬av¥ tena cårikaµ 
pakkåmi, anupubbena cårikaµ caramåno yena Å¬av¥ tad avasari. tatra sudaµ Bha- 
gavå Å¬aviyaµ viharati Aggå¬ave catiye）。Vinaya「臥座具　度」（vol.Ⅱ　　p.172）

　これが何を意味するのかよくわからないが、以下に紹介するように同様の構文でありなが

ら、都市などは単数形で示されるから、アーラヴィーは都市として認識されているのであろ

う（3）。

（1）アーラヴィーの所在は岩井昌悟「【論文５】原始仏教聖典に記された釈尊の雨安居地と後世

Ⅱの雨安居地伝承」（本「モノグラフ」【個別研究篇　】第 6号）p.126 以降ならびに森章司・

本澤綱夫「【論文４】由旬（yojana）の再検証」（同号）p.039 の註（6）を参照。

（2）註釈書Manoratha-pUraNI（vol.Ⅱ　　p.224）には「‘牛道に’とは、牛群の歩行道に、である
（gomagge ti gunnaM gamanamagge）」とある。

（3）因に註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅰ　　p.316）では ALavI ti taM raTTham pi nagaram pi

と、あるいは SuttanipAta-aTThakathA（vol.Ⅰ　　p.217）では ALavI ti taM raTTham pi 

nagaram pi vuccatiとあって、アーラヴィーがラッタでも、ナガラでもあると註釈している。

　［6］なお上記に紹介したと同様の構文で、「国」の部分に「都市」などがあてられるも

のもある。しかしこれはすべて単数形である。これには大まかに、世尊がどこそこに留まら

れたという「滞在型」の文章と、どこそこからどこそこへ遊行されたという「遊行型」の文

章がある。なおこのほかにも遊行地の道中での仏在処・説処などもあるが、ここでは煩を避

けて除外してある（1）。また同様の理由で複数ある用例でも、註にはいちいち示さず、無作
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為に代表させていることをお断りしておく。

　なお滞在型の文章は国別にしたが、もとの文章に国名が指示されているわけではなく、こ

れは筆者の判断によるものである。また遊行型の文章がどこからどこへの遊行したかによっ

て分類している。これらは直接ジャナパダの調査には関係がないが、これら地域を表す地名

が単数で用いられていることを確認するためと、釈尊当時の交通路を知るための一助になり

うると考えるからである。

（1）例えば、MN.081Gha†¥kåra-s.（「陶師経」vol.Ⅱ　　p.045）には Bhagavå Kosalesu cårikaµ 
carati mahatå bhikkhu-saµghena saddhiµ. atha kho Bhagavå maggå okkamma 
aññatarasmiµ padese sitaµ påtvåkåsi.とあったり、往復する構文として例えば Vinaya「布
薩　度」（vol.Ⅰ　　p.115）には、Råjagahe yathåbhirantaµ viharitvå yena Codanåvatthu 
tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Codanåvatthu tad avasari. 
tatra sudaµ Bhagavå Codanåvatthusmiµ viharati. … … Codanåvatthusmiµ 
yathåbhirantaµ viharitvå punad eva Råjagahaµ paccågacchi.などがある。

　［7］まず滞在型の資料を紹介する。

　［7-1］アンガ（A∆ga）
［世尊は］チャンパー（瞻婆城）のガッガラーの蓮池の辺に住された（Campåyaµ 

viharati Gaggaråya pokkhara∫iyå t¥re）。DN.034Dasuttara-s.（「十上経」vol.Ⅲ　　
p.272）

［世尊は］バッディヤのジャーティヤー・ヴァナに住された（Bhaddiye viharati 
Jåtiyåvane）。AN.005-004-033（vol.Ⅲ　　p.036）

　［7-2］マガダ（Magadha）
［世尊は］ラージャガハ（王舎城）のヴェール・ヴァナ（竹林園）のカランダカ・ニ

ヴァーパに住された（Råjagahe viharati Ve¬u-vane Kalandaka-nivåpe）。DN.031 
SingAlovAda-s.（「教授尸伽羅越経」vol.Ⅲ　　p.180）
［世尊は］ラージャガハのギッジャクータ山（耆闍崛山、霊鷲山）に住された（Råja- 

gahe viharati Gijjhak∑†e pabbate）。DN.025UdumbarikasIhanAda-s.（「優曇婆邏師

子吼経」vol.Ⅲ　　p.036）
［世尊は］ウルヴェーラーのネーランジャラー河の辺りにあるアジャパーラ・ニグロー

ダ樹下に住された（Uruvelåyaµ viharati najjå Nerañjaråya t¥re Ajapålanigrodham∑le）。
SN.004-001-001（vol.Ⅰ　　p.103）
［世尊は］ガヤー［・ガーマ近郊にある］ガヤーシーサ［山］（1）に住された（Gå- 

yåyaµ viharati Gayås¥se）。UdAna001-009（p.006）、SN.035-028（vol.Ⅳ　p.019）、
AN.008-007-064（vol.Ⅳ　　p.302）
［世尊は］ナーランダー（2）のパーヴァーリカのアンバ・ヴァナ（3）に住された（Nå- 

¬andåyaµ viharati Påvårikambavane）。DN.011 KevaTTa-s.（「堅固経」vol.Ⅰ　　
p.211）、MN.056UpAli-s.（「優波離経」vol.Ⅰ　　p.371）、SN.047-012（vol.Ⅴ　　
p.159）

（1）UdAna-aTThakathA（p.074）には「‘ガヤーシーサに’とは、そこに象の頭に等しき山頂を

有するガヤーシーサと名づけられた１つの山がある（GayAsIse ti gajasIsasadisasikharo 
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tattha eko pabbato GayAsIsanAmako）」とある。また、註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅱ　
　p.359）には「‘ガヤーシーサに’とは、ガヤー村の近くにガヤーという１つの池も河もあっ

た。ガヤーシサと名づけられた［山］は、象の面瘤のような岩の頂きもあって、そこには１

千人の比丘たちの［滞在］場所が確保できる所もあって、そこに世尊は住された（GayAsIse 

ti GayAgAmassa hi avidUre GayA ti ekA pokkharaNI pi atthi nadI pi, GayAsIsanAmako 

hatthikumbhasadiso piTThipAsANo pi, yattha bhikkhusahassassa pi okAso pahoti, BhagavA 

tattha viharati）」とある。

（2）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅲ　　p.052）、SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅲ　　p.873）、SArat- 

tha-pakAsinI（vol.Ⅲ　　p.207）には「‘ナーランダーに’とは、ナーランダーというそのよ
うな名称の城に、である。その城は［施者の］実り豊かな村落となって、である

（NAlandAyan ti NAlandA ti evaMnAmake nagare, taM nagaraM gocaragAmaM katvA）」

とあって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」である。

（3）本論文【5】［1］［1-4］p.126 の註（5）を参照。

　［7-3］カーシ（Kåsi）
［世尊は］バーラーナシー（波羅奈城）のイシパタナ（仙人住処）のミガダーヤ（鹿

野苑）に住された（Bårå∫asiyaµ viharati Isipatane migadåye）。MN.141Saccavi- 

bhaGga-s.（「諦分別経」vol.Ⅲ　　p.248）
［ウデーナ（Udena）比丘は］バーラーナシーのケーミヤのアンバ・ヴァナに住した

（Bårå∫asiyaµ viharati Khemiyambavane）。MN.094GhoTamukha-s.（「瞿　牟伽

経」vol.Ⅱ　　p.157）
［多数の長老比丘たちは］マッチカーサンダのアンバタカ・ヴァナ（1）に住した

（Macchikåsa∫∂e viharanti Amba†akavane）。SN.041-001（vol.Ⅳ　　p.281）
（1）註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅲ　　p.091）には「‘マッチカーサンダに［即ち、マッチカー

サンダのアンバタカ・ヴァナ］’とは、そのように名づけられた［マッチカーサンダの］森

林に、である（MacchikAsaNDe ti evaMnAmake vanasaNDe）」とあって、アンバタカ・ヴァ

ナが「森林（ vanasaNDa）」であるとする。なお復註 SAratthadIpanI-TIkA（ChaTTha 

SaGgAyana CD- ROM 版、MYANMAR vol.Ⅲ　　p.366）によれば、MacchikAsaNDe ti 

evaMnAmake nagareとあって、マッチカーサンダの規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」

とする。

　［7-4］コーサラ（Kosala）
［世尊は］サーヴァッティーのジェータ・ヴァナ（祇樹）のアナータピンディカ・アー

ラーマ（給孤独園）に住された（Såvatthiyaµ viharati Jetavane Anåthapi∫∂ikassa 
åråme）。DN.009PoTThapAda-s.（「布　婆樓経」vol.Ⅰ　　p.178）
［世尊は］サーケータ［城］（1）のアンジャナ・ヴァナのミガダーヤに住された

（SAkete viharati Añjanavane Migadåye）。SN.002-002-008（vol.Ⅰ　　p.054）
［世尊は］アヨッジャー（2）のガンガー河の辺に住された（Ayojjhåyaµ viharati 

Ga∆gåya nadiyå t¥re）。SN.022-095（vol.Ⅲ　　p.140）
［世尊は］ウッカッター［城］（3）のスバガ・ヴァナのサーラ・ラージャ樹下に住さ

れ た （ Ukka††håyaµ viharati Subhagavane sålaråjam∑le ） 。 MN.001 
MUlapariyAya-s.（「根本法門経」vol.Ⅰ　　p.001）
［世尊は］ウジュンニャー（4）のカンナカタのミガダーヤに住された（Ujuññåyaµ 
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viharati Ka∆∆akathale migadåye）。DN.008Kassapa-sIhanAda-s.（迦葉師子吼経　

vol.Ⅰ　　p.161）
［ウダーイン比丘は］カーマンダー［城］（5）のトーデッヤ・バラモンのアンバ・ヴァ

ナに住していた（Kåma∫∂åyaµ viharati Todeyyassa bråhma∫assa Ambavane）。SN. 
035-133（vol.Ⅳ　　p.121）
（1）VimAnavatthu-aTThakathA（p.115）にはSAketAyan ti SAketanagareとあって、その規模を

示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

（2）ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版はAyujjhAyaMと校訂。PTSテキ
ストの脚注にAyujjhAyaMとする写本もある。

　　　　註釈書SArattha-pakAsinI（vol.Ⅱ　　p.320）には「‘ガンガー河の辺に’とは、アユッジャ・
プラに住む人々は、無数の比丘たちに囲まれて、如来が遊行して自分たちのナガラに到達さ

れたのを見て、あるガンガー河の流れが曲る場所に、大きな密林に装われた地域に、教主の

精舎を造って寄進した。その［精舎］に世尊は住された。それに関して‘ガンガー河の辺に’

と言われる（GaGgAya nadiyA tIre ti AyujjhapuravAsino aparimANabhikkhuparivAraM 

cArikaM caramAnaM TathAgataM attano nagaraM sampattaM disvA ekasmiM GaGgAya 

nivattanaTThAne mahAvanasaNDamaNDitappadese satthu vihAraM katvA adaMsu. BhagavA 

tattha viharati. taM sandhAya vuttaM "GaGgAya nadiyA tIre" ti）」とあって、その規模を

示す属性は「プラ（pura）」とか「ナガラ（nagara）」とする。

（3）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅰ　　p.010）には、ウッカッターについて「‘ウッカー’とは、
《明かり》であって、『吉日、吉時を得た私はは善星宿（nakkhatta）を逃すまい』と、その

城が夜も松明［を灯した］状態で建設されたことから、ウッカッター［ukka（松明）＋Thita

（状態）］と言われる（ ukkA ti dIpikA, taJ ca nagaraM "maGgaladivaso sukhaNo 

sunakkhattaM mA atikkamI" ti rattim pi ukkAsu ThitAsu mApitattA ukkaTThA ti vuccati）」

と解釈されているほか、註釈書Manoratha-pUraNI（vol.Ⅲ　　p.075）にも「‘ウッカッター’
というのは、松明が掲げられている中、建設されたことから、このように得られた名称の城

である（UkkaTThA ti ukkAhi dhArIyamAnAhi mApitattA evaMladdhavohAraM nagaraM）と

解釈され、両註釈書ともにウッカッターの規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

なお Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　p.329）を参照。
（4）ナーランダー版ならびに Chattha Sangayana CD版はUruJJAyaMと校定する。なお註釈書

SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅱ　　p.349）には「‘ウルンニャーに’とは、その国も城も《ウル
ンニャー》というこれが名であり、世尊はウルンニャー城に依止して住された（UruJJAyan 

ti UruJJA ti tassa raTThassa pi nagarassa pi etad eva nAmaM, BhagavA UruJJAnagaraM 

upanissAya viharati）」とあって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。な

お Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　p.342）‘UjuJJA(UjjuJJA)’を参照。

（5）註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅱ　　p.399）にはKAmaNDAyan ti evaMnAmake nagareとあっ

て、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

　［7-5］ヴァッジ（Vajji）
［世尊は］ヴェーサーリーのマハーヴァナ内にあるクーターガーラサーラー（重閣講

堂）に住された（Vesåliyaµ viharati Mahåvane k∑†ågåra-sålåyaµ）。DN.006 
MahAli-s.（「摩訶梨経」vol.Ⅰ　　p.150）
［阿難は］ヴェーサーリーのベールヴァ・ガーマカに住した（Vesåliyaµ viharati 

Beluvagåmake）。MN.052ATThakanAgara-s.（「アッタカ城人経」vol.Ⅰ　　p.349）
［世尊は］ヴェーサーリーのゴータマカ・チェーティヤに住された（Vesåliyaµ vi- 
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harati Gotamake cetiye）。Vinaya「捨堕001」（vol.Ⅲ　　p.195）
［世尊は］ヴェーサーリーのサーランダダ・チェーティヤに住された（Vesåliyaµ 

viharati Sårandade cetiye）。AN.007-003-019（vol.Ⅳ　　p.016）
［世尊は］ヴェーサーリーのアンバパーリー・ヴァナに住された（Vesåliyaµ viha- 

rati Ambapålivane）。SN.047-001（vol.Ⅴ　　p.141）
［世尊は］ヴェーサーリーの城外、プラ（都市）の西の方位に位置する（1）ヴァナサ

ンダに住された（Vesåliyaµ viharati bahinagare aparapure vanasa∫∂e）。MN.012
MahAsIhanAda-s.（「師子吼大経」vol.Ⅰ　　p.068）
［あるヴァッジ族出身の比丘は（aJJataro Vajjiputtako bhikkhu）］ヴェーサーリー

の一森林に住していた（Vesåliyaµ viharati aññatarasmiµ vanasa∫∂e）。SN.009-009
（vol.Ⅰ　　p.201）
［世尊は］ボーガ・ナガラのアーナンダ・チェーティヤに住された（Bhoganagare 

viharati Ånandacetiye）。AN.004-018-180（vol.Ⅱ　　p.167）
［世尊は］ナーティカ［村］（ 2 ）の煉瓦の家に住された（Nåtike viharati 

Giñjakåvasathe）。DN.018Janavasabha-s.（「闍尼沙経」vol.Ⅱ　　p.200）
（1）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅱ　　p.021）によれば、「‘プラの後方に（apara-pure）’とは、

プラ（都市）の後方に、西の方位に、という意味である（aparapure ti purassa apare, 

pacchimadisAyan ti attho）」とする。

（2）註釈書 SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅱ　　p.637）にはNAtikiyA ti NAtikagAmavAsinoとあって、

その規模を示す属性は「ガーマ（gAma）」とする。なお SN.012-045（vol.Ⅱ　　p.074）など
には「ニャーティカの煉瓦の家に住した（JAtike viharati GiJjakAvasathe）」ともある。こ

の註釈書 SArattha-pakAsinI（vol.Ⅱ　　p.075）によると、JAtike ti dvinnaM JAtakAnaM 

gAmeとあり、同様に「ガーマ（gAma）」とする。

　［7-6］マッラ（Malla）
［世尊は］パーヴァー［城］（1）のアジャカラーパカ・チェーティヤのアジャカラー

パカのヤッカの住処に住された（Påvåyaµ viharati Ajakalåpake cetiye Ajakalåpakassa 
yakkhassa bhavane）。UdAna001-007（p.004）

［世尊は］パーヴァーのチュンダ鍛冶子のアンバ・ヴァナに住された（Påvåyaµ vi- 
harati Cundassa kammåraputtassa ambavane）。AN.010-017-176（vol.Ⅴ　　p.263）
［世尊は］クシナーラーのバリハラナ林に住された（Kusinåråyaµ viharati Baliha- 

ra∫e vanasa∫∂e）。MN.103Kinti-s.（「如何経」vol.Ⅱ　　p.238）
［世尊は］クシナーラーのマッラ人たちのウパヴァッタナ［と名づける］サーラ・ヴァ

ナに住された（Kusinåråyaµ viharati Upavattane Mallånaµ（2） sålavane）。UdAna 

004-002（p.037）

［世尊は］アヌピヤー［城］（3）のアンバ・ヴァナに住された（Anupiyåyaµ viharati 
Ambavane）。Udåna002-010（p.018）
（1）PTSテキストでは På†aliyaµと校訂するが、註釈書により脚注の Påvåyaµを採った。なお

註釈書 UdAna-aTThakathA（p.063）には、PAvAyan ti evaMnAmake MallarAjUnaM nagare

とあって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

（2）PTSテキストはMallanaMと校訂するも、ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana 

CD-ROM 版により訂正。
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（3）註釈書 UdAna-aTThakathA（p.161）にはAnupiyAyan ti evaM nAmake nagareとあって、そ

の規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

　［7-7］ヴァンサ（Vaµsa）
［世尊は］コーサンビーのゴーシタ・アーラーマに住された（Kosambiyaµ viharati 

Gositåråme）。DN.007JAliya-s.（「闍利経」vol.Ⅰ　　p.159）
［世尊は］コーサンビーのシンサパー・ヴァナに住された（Kosambiyaµ viharati 

Siµsapåvane（1））。SN.056-031（vol.Ⅴ　　p.437）
（1）PTSテキストでは S¥µsapåvaneと校訂するが、ナーランダー版により Siµsapåvaneと訂正。

　［7-8］スーラセーナ（SUrasena）
［マハーカッチャーナ（MahAkaccAna）比丘は］マドゥラー［城］（1）のグンダー・

ヴァナに住した（Madhuråyaµ viharati Gundhåvane）。MN.084Madhura-s.（「摩

偸羅経」vol.Ⅱ　　p.083）
［世尊は］ヴェーランジャー（2）のナレール・プチマンダ樹下に住された（Verañjå- 

yaµ viharati Na¬erupucimandam∑le）。AN.008-002-011（vol.Ⅳ　　p.172）（3）
（1）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅲ　　p.052）には MadhurAyan ti evaMnAmake nagareとあっ

て、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

（2）註釈書 Samanta-pAsAdikA（vol.Ⅰ　　p.108）によれば「‘ヴェーランジャーに住された’と
は、ここで‘ヴェーランジャー’とは、あるナガラにこの名称があり、‘VeraJjAyam’はそ

れの 近くを意味する処格である（ VeraJjAyaM viharatI ti ettha pana VeraJjA ti 

aJJatarassa nagarass' etaM adhivacanaM, tassaM VeraJjAyaM samIpaTThe 

bhummavacanaM）」とある。なお『印度仏教固有名詞辞典』p.756 では「市」、Dictionary 

of PAli Proper Names.（vol.Ⅱ　　p.929）では‘a town’とする。また同註釈書（vol.Ⅰ　　
p.109）には「‘ナレールプチマンダ樹下に’とは、ここにナレールとはヤッカであり、プチ

マンダとはニンバ樹であり、樹下とは近くを意味する（NaLerupucimandamUle ti ettha 

NaLeru nAma yakkho, pucimando ti nimbarukkho, mUlan ti samIpaM）」とある。

（3）そのほか AN.004-006-053（vol.Ⅱ　　p.056）には「マドゥラーとヴェーランジャーとの間の
大道に居た（antarå ca Madhuraµ antarå ca Verañjiµ addhånamaggappa†ipanno hoti）」
ともある。なおナーランダー版は「Verañjiµ」を「Varañjaµ」とする。

　［7-9］サッカ（Sakka）

［世尊は］チャートゥマー［村］（1）のアーマラキー・ヴァナに住された（Cåtumå- 
yaµ viharati åmalak¥vane）。MN.067CAtuma-s.（「車頭聚落経」vol.Ⅰ　　p.456）
（1）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅲ　　p.172）にはCAtumAyan ti evaMnAmake gAmeとあって、

その規模を示す属性は「ガーマ（gAma）」とする。

　［7-10］ヴィデーハ（Videha〉

［世尊は］ミティラーのマカーデーヴァのアンバ・ヴァナに住された（Mithilåyaµ 
viharati Makhådevambavane）。MN.083 MakhAdeva-s.（「大天　林経」vol.Ⅱ　　
p.074）

　［7-11］ヴァラナー（Vara∫å）
［マハーカッチャーナ比丘は］ヴァラナー［城］（1）のカッダマダハ河辺に住した

（Vara∫åyaµ viharati Kaddamadahat¥re）。AN.002-004-006（vol.Ⅰ　　p.065）
（1）註釈書Manoratha-pUraNI（vol.Ⅱ　　p.139）には「‘ヴァラナーに住した’とは、ヴァラナー

と名づける一つのナガラに、それに依止して住した、である（VaraNAyaM viharatI ti 
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VaraNA nAma ekaM nagaraM, taM upanissAya viharati）」とあって、その規模を示す属性

は「ナガラ（nagara）」とする。

　［8］次に遊行型の用例を紹介する

　［8-1］以下は都市から都市への遊行の用例である。

　［8-1-1 ⇨］カピラヴァットゥ　　　サーヴァッティー

［世尊は］カピラヴァットゥに随意の間住された後、サーヴァッティーに向けて出発

された。次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこで世尊はサーヴァッティー

のジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Kapilavatthusmiµ 
yathåbhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena 
cårikaµ caramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ 
viharati Jetavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。Vinaya「大　度」（vol.Ⅰ　　p.083）

　［8-1-2 ⇨］カピラヴァットゥ　　　ヴェーサーリー

［世尊は］カピラヴァットゥに随意の間住された後、ヴェーサーリーに向けて出発さ

れた。次々に遊行してヴェーサーリーに到着された。そこで世尊はヴェーサーリーのマ

ハーヴァナ内にあるクーターガーラサーラー（重閣講堂）に住された（Kapilavatthu- 
smiµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Vesål¥ tena cårikaµ pakkåmi, anupubbena 
cårikaµ caramåno yena Vesål¥ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Vesåliyaµ viharati 
Mahåvane k∑†ågårasålåyaµ）。AN.008-006-051（vol.Ⅳ　　p.274）、Vinaya「比丘尼

　度」（vol.Ⅱ　　p.253）
　［8-1-3 ⇨］サーヴァッティー　　　ヴェーサーリー

［世尊は］サーヴァッティーに随意の間住された後、ヴェーサーリーに向けて出発さ

れた。次々に遊行してヴェーサーリーに到着された。そこで世尊はヴェーサーリーのマ

ハーヴァナ内にあるクーターガーラサーラー（重閣講堂）に住された（Såvatthiyaµ 
yathåbhirantaµ viharitvå yena Vesål¥ tena cårikaµ pakkåmi, anupubbena cårikaµ 
caramåno yena Vesål¥ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Vesåliyaµ viharati Mahå- 
vane k∑†ågårasålåyaµ）。UdAna003-003（p.025）

　［8-1-4 ⇨］サーヴァッティー　　　ラージャガハ

［世尊は］サーヴァッティーに随意の間住された後、ラージャガハに向けて出発され

た。次々に遊行してラージャガハに到着された。そこで世尊はラージャガハのヴェール・

ヴァナのカランダカニヴァーパに住された（Såvatthiyaµ yathåbhirantaµ viharitvå 
yena Råjagahaµ tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Råja- 
gahaµ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Råjagahe viharati Ve¬uvane Kalandakani- 
våpe）。Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.215）

　［8-1-5 ⇨］ボーガナガラ　　　パーヴァー

［世尊は］ボーガ・ナガラに随意の間住された後、尊者アーナンダに告げられた。

『さあ、アーナンダよ、パーヴァーに赴こう』と。……パーヴァーに到着された。そこ

で世尊はパーヴァーのチュンダ鍛冶子のアンバ・ヴァナに住された（Bhoganagare ya- 
thåbhirantaµ viharitvå åyasmantaµ Ånandaµ åmantesi : "åyåm' Ånanda yena 
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Påvå ten' upasaµkamissåmå ti." ……yena Påvå tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå 
Påvåyaµ viharati Cundassa kammåraputtassa ambavane ） 。 DN.016 
Mahåparinibbåna-s.（「大般涅槃経」vol.Ⅱ　　p.126）

　［8-1-6 ⇨］ヴェーサーリー　　　サーヴァッティー

［世尊は］ヴェーサーリーに随意の間住された後、サーヴァッティーに向けて出発さ

れた。次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこで世尊はサーヴァッティー

のジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Vesåliyaµ ya- 
thåbhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikañ 
caramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ viharati 
Jetavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。Vinaya「比丘尼　度」（vol.Ⅱ　　p.261）

　［8-1-7 ⇨］ヴェーサーリー　　　バーラーナシー

［世尊は］ヴェーサーリーに随意の間住された後、バーラーナシーに向けて出発され

た。次々に遊行してバーラーナシーに到着された。そこで世尊はバーラーナシーのイシ

パタナのミガダーヤに住された（Vesåliyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Bårå∫as¥ 
tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Bårå∫as¥ tad avasari. 
tatra sudaµ Bhagavå Bårå∫asiyaµ viharati Isipatane migadåye）。Vinaya「衣　度」

（vol.Ⅰ　　p.289）
　［8-1-8 ⇨］ヴェーサーリー　　　バッディヤ

［世尊は］ヴェーサーリーに随意の間住された後、バッディヤに向けて出発された。

……ときに世尊は次々に遊行してバッディヤに到着された。そこで世尊はバッディヤの

ジャーティヤー・ヴァナに住された（Vesåliyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena 
Bhaddiyaµ tena cårikaµ pakkåmi …… atha kho Bhagavå anupubbena cårikaµ 
caramåno yena Bhaddiyaµ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Bhaddiye viharati 
Jåtiyåvane）。Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.242）

　［8-1-9 ⇨］バーラーナシー　　　サーヴァッティー

　　　［世尊は］バーラーナシーに随意の間住された後、サーヴァッティーに向けて出発さ

れた。次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこで世尊はサーヴァッティー

のジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Bårå∫asiyaµ ya- 
thåbhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ 
caramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ viharati 
Jetavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。Vinaya「衣　度」（vol.Ⅰ　　p.290）

　［8-1-10 ⇨］バーラーナシー　　　ヴェーサーリー

［世尊は］バーラーナシーに随意の間住された後、ヴェーサーリーに向けて出発され

た。次々に遊行してヴェーサーリーに到着された。そこで世尊はヴェーサーリーのマハー

ヴァナ内にあるクーターガーラサーラー（重閣講堂）に住された（Bårå∫asiyaµ ya- 
thåbhirantaµ viharitvå yena Vesål¥ tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikañ ca- 
ramåno yena Vesål¥ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Vesåliyaµ viharati 
Mahåvane k∑†ågårasålåyaµ）。Vinaya「波羅夷001」（vol.Ⅲ　　p.011）

　［8-1-11 ⇨］バーラーナシー　　　バッディヤ
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［世尊は］バーラーナシーに随意の間住された後、バッディヤに向けて出発された。

次々に遊行してバッディヤに到着された。そこで世尊はバッディヤのイシパタナのジャー

ティヤー・ヴァナに住された（Bårå∫asiyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Bhaddi- 
yaµ tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Bhaddiyaµ tad 
avasari. tatra sudaµ Bhagavå Bhaddiye viharati Isipatane Jåtiyåvane）。Vinaya

「皮革　度」（vol.Ⅰ　　p.189）
　［8-1-12 ⇨］コーサンビー　　　ラージャガハ

［世尊は］コーサンビーに随意の間住された後、ラージャガハに向けて出発された。

次々に遊行してラージャガハに到着された。そこで世尊はラージャガハのヴェール・ヴァ

ナのカランダカニヴァーパに住された（Kosambiyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena 
Råjagahaµ tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Råjagahaµ 
tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Råjagahe viharati Ve¬uvane Kalandakanivåpe）。
Vinaya「破僧　度」（vol.Ⅱ　　p.187）

　［8-1-13 ⇨］パーリレッヤカ　　　サーヴァッティー

［世尊は］パーリレッヤカ（1）に随意の間住された後、サーヴァッティーに向けて出

発された。次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこで世尊はサーヴァッティー

のジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Pårileyyake ya- 
thåbhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ 
caramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ viharati 
Jetavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。Vinaya「コーサンビー　度」（vol.Ⅰ　　p.353）
（1）SN.022-081（vol.Ⅲ　　p.095）に「ときに世尊は次々に遊行してパーリレッヤカに到達され

た（atha kho BhagavA anupubbena cArikaM caramAno yena PArileyyakaM tad avasari）」

とある箇所を註釈して、SArattha-pakAsinI（vol.Ⅱ　　p.304）にはPAlileyyanagaraMとある。

したがってこれによれば、パーリレッヤカの規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」というこ

とになる。

　［8-1-14 ⇨］ラージャガハ　　　サーヴァッティー

［世尊は］ラージャガハに随意の間住された後、サーヴァッティーに向けて出発され

た。次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこで世尊はサーヴァッティーの

ジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Råjagahe yathå- 
bhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi ; anupubbena cårikaµ 
caramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ viharati 
Jetavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。MN.024RathavinIta-s.（「伝車経」vol.Ⅰ　　
p.146）、Vinaya「入雨安居　度」（vol.Ⅰ　　p.139）、Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　
p.214）

　［8-1-15 ⇨］ラージャガハ　　　カピラヴァットゥ

［世尊は］ラージャガハに随意の間住された後、カピラヴァットゥに向けて出発され

た。次々に遊行してカピラヴァットゥに到着された。そこで世尊はサッカ人たちの住む

［諸ジャナパダのなかの］カピラヴァットゥのニグローダ・アーラーマに住された

（Råjagahe yathåbhirantaµ viharitvå yena Kapilavatthu tena cårikaµ pakkåmi. 
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anupubbena cårikaµ caramåno yena Kapilavatthu tad avasari. tatra sudaµ 
Bhagavå Sakkesu viharati Kapilavatthusmiµ Nigrodhåråme）。Vinaya「大　度」

（vol.Ⅰ　　p.082）
　［8-1-16 ⇨］ラージャガハ　　　ヴェーサーリー

［世尊は］ラージャガハに随意の間住された後、ヴェーサーリーに向けて出発された。

次々に遊行してヴェーサーリーに到着された。そこで世尊はヴェーサーリーのマハーヴァ

ナ内にあるクーターガーラサーラー（重閣講堂）に住された（Råjagahe yathåbhiran- 
taµ viharitvå yena Vesål¥ tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno 
yena Vesål¥ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Vesåliyaµ viharati Mahåvane k∑†å- 
gårasålåyaµ）。Vinaya「臥座具　度」（vol.Ⅱ　　p.159）

　［8-1-17 ⇨］ラージャガハ　　　バーラーナシー

［世尊は］ラージャガハに随意の間住された後、バーラーナシーに向けて出発された。

次々に遊行してバーラーナシーに到着された。そこで世尊はバーラーナシーのイシパタ

ナのミガダーヤに住された（Råjagahe yathåbhirantaµ viharitvå yena Bårå∫as¥ tena 
cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Bårå∫as¥ tad avasari. tatra 
sudaµ Bhagavå Bårå∫asiyaµ viharati Isipatane migadåye）。Vinaya「皮革　度」

（vol.Ⅰ　　p.189）、Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.216）
　［8-1-18 ⇨］バッディヤ　　　サーヴァッティー

［世尊は］バッディヤに随意の間住された後、サーヴァッティーに向けて出発された。

次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこで世尊はサーヴァッティーのジェー

タ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Bhaddiye yathåbhirantaµ 
viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena 
Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ viharati Jetavane 
Anåthapi∫∂ikassa åråme）。Vinaya「皮革　度」（vol.Ⅰ　　p.190）

　［8-2］以下は都市から町への用例である。

　［8-2-1 ⇨］サーヴァッティー　　　キターギリ（1）

［世尊は］サーヴァッティーに随意の間住された後、キターギリに向けて出発された。

……ときに世尊は次々に遊行してキターギリに到着された（Såvatthiyaµ yathåbhi- 
rantaµ viharitvå yena Ki†ågiri tena cårikaµ pakkåmi…… atha kho Bhagavå 
anupubbena cårikañ caramåno yena K¥†ågiri tad avasari）。Vinaya「臥座具　度」

（vol.Ⅱ　　p.170）
（1）MN.070KITAgiri-s.（「枳咤山邑経」vol.Ⅰ　　p.473）に「［世尊は］キーターギリという名

のカーシ人たちのニガマに到達された（yena KITAgiri nAma KAsInaM nigamo tad avasari）」

とある。また註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅲ　　p.185）によれば「‘キーターギリ’というの
は、その町の名前である（KITAgirI ti tassa nigamassa nAmaM）」とあって、その規模を示

す属性は「ニガマ（nigama）」とする。なお『印度仏教固有名詞辞典』では「邑」（p.310）、

Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　p.597）では‘a village’とする。

　［8-2-2 ⇨］クシナーラー　　　アートゥマー

［世尊は］クシナーラーに随意の間住された後、アートゥマー（1）に向けて出発され

た。……ときに世尊は次々に遊行してアートゥマーに到着された。そこで世尊はアートゥ
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マーの籾殻の倉庫（2）に住された（Kusinåråyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena 
Åtumå tena cårikaµ pakkåmi……atha kho Bhagavå anupubbena cårikaµ caramåno 
yena Åtumå tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Åtumåyaµ viharati bhusågåre）。
Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.249）
（1）『印度仏教固有名詞辞典』（p.066）によれば「村」、Dictionary of PAli Proper Names.

（vol.Ⅰ　　p.244）によれば‘town’、中村元（『遊行経（下）』大蔵出版　1985）では「村」

（p.470）と解する。

（2）中村元『遊行経（下）』p.467 の註（1）を参照。『印度仏教固有名詞辞典』p.066、並びに

Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　p.244）を参照。
　［8-3］以下は都市から村への用例である。

　［8-3-1 ⇨］ヴェーサーリー　　　バンダ・ガーマ

ときに世尊は早朝に衣を着て、鉢と衣を携えてヴェーサーリーへ乞食に入った。……

［世尊は］阿難に「阿難よ、私はバンダ・ガーマへ赴こう」と。……バンダ・ガーマに

到達された。そこで世尊はバンダ・ガーマに住された（atha kho Bhagavå pubban- 
hasamayaµ nivåsetvå pattac¥varamådåya Vesåliµ pi∫∂åya påvisi.……åyasmantaµ 
Ånandaµ åmantesi :……"åyåm' Ånanda yena Bha∫∂agåmo ten' upasaµkamissåmå 
ti."……yena Bha∫∂agåmo tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Bha∫∂agåme viharati）。
DN.016MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃経」vol.Ⅱ　　p.122）

　［8-3-2 ⇨］バーラーナシー　　　アンダカヴィンダ

［世尊は］バーラーナシーに随意の間住された後、アンダカヴィンダ（1）に向けて出

発された。……ときに世尊は次々に遊行してアンダカヴィンダに到着された（Bårå∫a- 
siyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Andhakavindaµ tena cårikaµ pakkåmi……
atha kho Bhagavå anupubbena cårikaµ caramåno yena Andhakavindaµ tad avasari）。
Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.220）
（1）本論文【5】［1］［1-2］p.124 の註（1）を参照。

　［8-3-3 ⇨］ラージャガハ　　　パータリ・ガーマ

［世尊は］ラージャガハに随意の間住された後、パータリ・ガーマに向けて出発され

た。……ときに世尊は次々に遊行してパータリ・ガーマに到着された（Råjagahe ya- 
thåbhirantaµ viharitvå yena På†aligåmo tena cårikaµ pakkåmi……atha kho Bha- 
gavå anupubbena cårikaµ caramåno yena På†aligåmo tad avasari）。Vinaya「薬　

度」（vol.Ⅰ　　p.226）
　［8-3-4 ⇨］ナーランダー　　　パータリ・ガーマ

［世尊は］ナーランダー（1）に随意の間住された後、阿難に「阿難よ、私はパータリ・

ガーマへ赴こう」と。……パータリ・ガーマに到達された（Nå¬andåyaµ yathåbhiran- 
taµ viharitvå åyasmantaµ Ånandaµ åmantesi : "åyåm' Ånanda yena På†aligåmo 
ten' upasaµkamissåmå ti." … … yena På†aligåmo tad avasari ） 。 DN.016 
MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃経」vol.Ⅱ　　p.084）
（1）本論文【5】［7］［7-2］p.135 の註（2）を参照。Dictionary of PAli Proper Names.（vol.

Ⅱ　　p.056）‘1.NAlandA’では‘A town’とする。なおこの箇所は梵文や有部本に相応文

がないことから、後世の付加とされている。中村元『ブッダ最後の旅』（岩波文庫　1980）
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p.204

　［8-4］以下は都市から地方（地区）、王園への用例である。

　［8-4-1 ⇨］バーラーナシー　　　ウルヴェーラー［地方（地区）］

［世尊は］バーラーナシーに随意の間住された後、ウルヴェーラーに向けて出発され

た。……ときに世尊は次々に遊行してウルヴェーラーに到着された（Bårå∫asiyaµ ya- 
thåbhirantaµ viharitvå yena Uruvelå tena cårikaµ pakkåmi.……atha kho Bhagavå 
anupubbena cårikaµ caramåno yena Uruvelå tad avasari）。Vinaya「大　度」（vol.

Ⅰ　　p.023~p.024）
　［8-4-2 ⇨］ラージャガハ　　　アンバラッティカー［王園］

［世尊は］ラージャガハに随意の間住された後、阿難に「阿難よ、私はアンバラッティ

カー（1）へ赴こう」と。……アンバラッティカーに到達された。そこで世尊はアンバラッ

ティカー内の王の家（別邸）に住された（Råjagahe yathåbhirantaµ viharitvå åyas- 
mantaµ Ånandaµ åmantesi : "åyåm' Ånanda yena Ambala††hikå ten' 
upasaµkamissåmå ti." ……yena Ambala††hikå tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå 
Ambala††hikåyaµ viharati Råjågårake）。DN.016MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃

経」vol.Ⅱ　　p.081）
（1）註釈書SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅰ　　p.041）には「‘アンバラッティカー’とは、王の庭園、

である（AmbalaTThikA ti raJJo uyyAnaM）」とある。

　［8-5］以下は町から都市などへの用例である。

　［8-5-1 ⇨］パンカダー　　　ラージャガハ

［世尊は］パンカダー（1）に随意の間住された後、ラージャガハに向けて出発された。

次々に遊行してラージャガハに到着された。そこで世尊はラージャガハのギッジャクー

タ山に住された（Pa∆kadhåyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Råjagahaµ tena cå- 
rikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Råjagahaµ tad avasari. tatra 
sudaµ Bhagavå Råjagahe viharati Gijjhak∑†e pabbate）。AN.003-009-090（vol.Ⅰ　
　p.236）

（1）同聖典中に「パンカダーと名づけるコーサラ人たちの町（PaGkadhA nAma KosalAnaM niga- 

mo）」（vol.Ⅰ　　p.236）とあるので、その規模を示す属性は「ニガマ（nigama）」である。

　［8-5-2 ⇨］ヴェーバリンガ　　　バーラーナシー

［過去の迦葉仏は（Kassapo bhagavA arahaM sammAsambuddho）］ヴェーバリン

ガ（1）に随意の間住された後、バーラーナシーに向けて出発された。次々に遊行してバー

ラーナシーに到着された。そこで……［迦葉仏は］バーラーナシーのイシパタナのミガ

ダーヤに住された（Vebha¬i∆ge yathåbhirantaµ viharitvå yena Bårå∫as¥ tena cåri- 
kaµ pakkåmiµ ; anupubbena cårikaµ caramåno yena Bårå∫as¥ tad avasari. tatra 
sudaµ …… Bårå∫asiyaµ viharati Isipatane migadåye）。MN.081 GhaTIkAra-s.（

「陶師経」vol.Ⅱ　　p.049）
（1）本文中に「ヴェーバリンガと名づける市場村（VebhaLiGgaM nAma gAmanigamaM）」

（p.045）とある。なおナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版は 
VegaLiGgaと校訂する。

　［8-5-3 ⇨］アートゥマー　　　サーヴァッティー
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［世尊は］アートゥマーに随意の間住された後、サーヴァッティーに向けて出発され

た。次々に遊行してサーヴァッティーに到着された。そこで世尊はサーヴァッティーの

ジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Åtumåyaµ yathå- 
bhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi. anupubbena cårikaµ ca- 
ramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ viharati Je- 
tavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.250）

　［8-5-4 ⇨］アヌピヤー　　　コーサンビー

［世尊は］アヌピヤーに随意の間住された後、コーサンビーに向けて出発された。次々

に遊行してコーサンビーに到着された。そこで世尊はコーサンビーのゴーシタ・アーラー

マに住された（Anupiyåyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Kosamb¥ tena cårikaµ 
pakkåmi. anupubbena cårikaµ caramåno yena Kosamb¥ tad avasari. tatra sudaµ 
Bhagavå Kosambiyaµ viharati Ghositåråme）。Vinaya「破僧　度」（vol.Ⅱ　　p.184）

　［8-5-5 ⇨］バッダヴァティカー　　　コーサンビー

［世尊は］バッダヴァティカー（1）に随意の間住された後、コーサンビーに向けて出

発された。……ときに世尊は次々に遊行してコーサンビーに到着された（Bhaddava- 
tikåyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Kosamb¥ tena cårikaµ pakkåmi.……atha 
kho Bhagavå anupubbena cårikaµ caramåno yena Kosamb¥ tad avasari）。Vinaya

「波逸提051」（vol.Ⅳ　　p.109）
（1）註釈書 Samanta-pAsAdikA（vol.Ⅳ　　p.859）にはBhaddavatikA ti eko gAmoとあって、その

規模を示す属性は「ガーマ（gAma）」とする。しかし JAtaka 081（vol.Ⅰ　　p.360）では
BhaddavatikaM nAma nigamaMとあり、「ニガマ（nigama）」とする。なお Dictionary of 

PAli Proper Names.（vol.Ⅱ　　p.351）によれば‘a market-town’とある。

　［8-5-6 ⇨］トゥッラコッティタ　　　サーヴァティー

［世尊は］トゥッラコッティタ（1）に随意の間住された後、サーヴァティに向けて出

発された。次々に遊行してサーヴァティに到着された。そこで世尊はサーヴァッティー

のジェータ・ヴァナのアナータピンディカ・アーラーマに住された（Thullako††hite 
yathå 'bhirantaµ viharitvå yena Såvatthi tena cårikaµ pakkåmi, anupubbena cåri- 
kaµ caramåno yena Såvatthi tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Såvatthiyaµ viha- 
rati Jetavane Anåthapi∫∂ikassa åråme）。MN.082RaTThapAla-s.（「頼　　羅経」

vol.Ⅱ　　p.060）
（1）本文中にThullakoTThikaM nAma KurUnaM nigamo（p.054）とあるので、その規模を示す

属性は「ニガマ（nigama）」である。

　［8-5-7 ⇨］アーパナ　　　クシナーラー

［世尊は］アーパナに随意の間住された後、クシナーラーに向けて出発された……と

きに世尊は次々に遊行してクシナーラーに到着された（Åpa∫e yathåbhirantaµ 
viharitvå yena Kusinårå tena cårikaµ pakkåmi……atha kho Bhagavå anupubbena 
cårikaµ caramåno yena Kusinårå tad avasari）。Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.247）

　［8-6］以下は村から城への用例である。

　［8-6-1 ⇨］アンダカヴィンダ　　　ラージャガハ

［世尊は］アンダカヴィンダに随意の間住された後、ラージャガハに向けて出発され
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た……ときに世尊は次々に遊行してラージャガハに到着された。そこで世尊はラージャ

ガハのヴェール・ヴァナのカランダカニヴァーパに住された（Andhakavinde yathå- 
bhirantaµ viharitvå yena Råjagahaµ tena cårikaµ pakkåmi……atha kho Bhagavå 
anupubbena cårikaµ caramåno yena Råjagahaµ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå 
Råjagahe viharati Ve¬uvane Kalandakanivåpe）。Vinaya「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.224
~p.226）

　［8-7］以下は村から地方への用例である。

　［8-7-1 ⇨］コーティ・ガーマ　　　ナーディカー［地方］

［世尊は］コーティ・ガーマに随意の間住された後、阿難に「阿難よ、私はナーディ

カー（1）へ赴こう」と。……ナーディカーに到達された。そこで世尊はナーディカーの

ギンジャカーヴァサタに住された（Ko†igåme yathåbhirantaµ viharitvå åyasmantaµ 
Ånandaµ åmantesi : "åyåm' Ånanda yena Nådikå ten' upasaµkamissåmå ti." ……
yena Nådikå tad avasari.（2） tatra pi sudaµ Bhagavå Nådike viharati giñjakåvasa- 
the）。DN.016MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃経」vol.Ⅱ　　p.091）、Vinaya「薬　

度」（vol.Ⅰ　　p.232）
（1）ナーランダー版ならびに ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版にはNAtikAと校訂する。註釈書

SumaGgala-vilAsinI（vol.Ⅱ　　p.543）に「‘ナーティカー’とは、1つの沼の近くにある 2
つの小父、大父・息子らの 2 つの村である（NAtikA ti ekaM taLAkaM nissAya dvinnaM 

cULapitumahApituputtAnaM dve gAmA）」とか、あるいは「‘ナーティカーに’とは、１つ

のニャーティ・ガーマカに、である（NAtike ti ekasmiM JAtigAmake）」とあって、その規

模を示す属性を「ガーマ（gAma）」「ガーマカ（gAmaka）」とする。中村元『遊行経（上）』

の註「ナーディカー」（p.211）を参照。

（2）なおVinaya 「薬　度」（vol.Ⅰ　　p.232）では「［世尊は］コーティ・ガーマに随意の間住
された後、ナーティカーに赴かれた（Ko†igåme yathåbhirantaµ viharitvå yena Nåtikå 
ten' upasaµkami）」とある。

　［8-8］その他の用例である。

　［8-8-1 ⇨］ナーディカー［地方］　　　ヴェーサーリー

［世尊は］ナーディカーに随意の間住された後、阿難に「阿難よ、私はヴェーサーリー

へ赴こう」と。……ヴェーサーリーに到達された。そこで世尊はヴェーサーリーのアン

バパーリー・ヴァナに住された（Nådike yathåbhirantaµ viharitvå åyasmantaµ Å- 
nandaµ åmantesi : "åyåm' Ånanda yena Vesåli ten' upasaµkamissåmå ti." ……yena 
Vesål¥ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Vesåliyaµ viharati Ambapålivane）。
DN.016MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃経」vol.Ⅱ　　p.094）

　［8-8-2 ⇨］ウルヴェーラー［地方］　　　バーラーナシー

［世尊は］ウルヴェーラーに随意の間住された後、バーラーナシーに向けて出発され

た。……ときに世尊は次々に遊行してバーラーナシーのイシパタナのミガダーヤにいた、

五比丘のもとに赴かれた（Uruvelåyaµ yathåbhirantaµ viharitvå yena Bårå∫as¥ tena 
cårikaµ pakkåmi.……atha kho Bhagavå anupubbena cårikaµ caramåno yena Bårå- 
∫as¥ Isipatanaµ migadåyo, yena pañcavaggiyå bhikkh∑ ten' upasa∆kami）。Vinaya

「大　度」（vol.Ⅰ　　p.008）、MN.026 Ariyapariyesana-s.（「聖求経」vol.Ⅰ　　
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p.170）

　［8-8-3 ⇨］ウルヴェーラー　　　ガヤーシーサ

［世尊は］ウルヴェーラーに随意の間住された後、ガヤーシーサに向けて出発された

……そこで世尊はガヤーのガヤーシーサに住された（Uruvelåyaµ yathåbhirantaµ vi- 
haritvå yena Gayås¥saµ tena cårikaµ pakkåmi……tatra sudaµ Bhagavå Gayåyaµ 
viharati Gayås¥se）。Vinaya「大　度」（vol.Ⅰ　　p.034）

　［8-8-4 ⇨］ガヤーシーサ　　　ラージャガハ

［世尊は］ガヤーシーサに随意の間住された後、ラージャガハに向けて出発された…

…ときに世尊は次々に遊行してラージャガハに到着された。そこで世尊はラージャガハ

のラッティ・ヴァナのスッパティッタ・チェーティヤに住された（Gayås¥se yathåbhi- 
rantaµ viharitvå yena Råjagahaµ tena cårikaµ pakkåmi …… atha kho Bhagavå 
anupubbena cårikaµ caramåno yena Råjagahaµ tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå 
Råjagahe viharati La††hivane suppati††he cetiye）。Vinaya「大　度」（vol.Ⅰ　　
p.035）

　［8-8-5 ⇨］ダッキナーギリ　　　ラージャガハ

［舎利弗は］ダッキナーギリ（1）に随意の間住した後、ラージャガハに向けて出発し

た。次々に遊行してラージャガハに到着した。そこで舎利弗はラージャガハのヴェール・

ヴァナのカランダカニヴァーパに住した（Dakkhi∫ågirismiµ yathåbhirantaµ vihari- 
två yena Råjagahaµ tena cårikaµ pakkåmi ; anupubbena cårikaµ caramåno yena 
Råjagahaµ tad avasari. tatra sudaµ åyasmå Såriputto Råjagahe viharati Ve¬uvane 
Kalandakanivåpe）。MN.097DhAnaJjAni-s.（「陀然経」vol.Ⅱ　　p.185）
［阿難は］ダッキナーギリに随意の間住した後、ラージャガハのヴェール・ヴァナの

カランダカニヴァーパ［に住する］マハーカッサパのもとに来た（DakkhiNAgirismiM 

yathAbhirantaM cArikaM caritvA yena RAjagahaM VeLuvanaM KalandakanivApo ye- 

nAyasmA MahA-kassapo tenupasaGkami）。SN.016-011（vol.Ⅱ　　p.218）
［プラーナ比丘は］ダッキナーギリに随意の間住した後、ラージャガハのヴェール・

ヴァナのカランダカニヴァーパ［に住する］長老比丘たちのもとに来た（DakkhiNA- 

girismiM yathAbhirantaM viharitvA yena RAjagahaM yena VeLuvanaM Kalandaka- 

nivApo yena therA bhikhhU ten' upasaGkami, ……）。Vinaya「五百　度」（vol.Ⅱ　　
p.289）

（1）註釈書 PapaJca-sUdanI（vol.Ⅲ　　p.429）、SArattha-pakAsinI（vol.Ⅰ　　p.242）、同（vol.Ⅱ　
　p.176）、SuttanipAta-aTThakathA（vol.Ⅰ　　p.136）によると「ダッキナーギリ（Dakkhi- 

NAgiri）」は王舎城を取り囲む山のうち、南方にある地域（janapada）を指して名づけられ、

そこには精舎があった、と解説されている。Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　
p.1049）には‘A janapada（district）’とする。

　［8-8-6 ⇨］アンバラッティカー　　　ナーランダー

［世尊は］アンバラッティカーに随意の間住された後、阿難に「阿難よ、私はナーラ

ンダーへ赴こう」と。……ナーランダーに到達された。そこで世尊はナーランダーのパ

ヴァーリカのアンバ・ヴァナに住された（Ambala††hikåyaµ yathåbhirantaµ 
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viharitvå åyasmantaµ Ånandaµ åmantesi : "åyåm' Ånanda yena Nå¬andå ten' 
upasaµkamissåmå ti." … … yena Nålandå tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå 
Nålandåyaµ viharati Påvårikambavane）。DN.016MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃

経」vol.Ⅱ　　p.081）
　［8-8-7 ⇨］アンバパーリー園　　　ベールヴァ・ガーマカ

［世尊は］アンバパーリー・ヴァナに随意の間住された後、阿難に「阿難よ、私はベー

ルヴァ・ガーマカへ赴こう」と。……ベールヴァ・ガーマカに到達された。そこで世尊

はベールヴァ・ガーマカに住された（Ambapåli-vane yathåbhirantaµ viharitvå åyas- 
mantaµ Ånandaµ åmantesi : "åyåm' Ånanda yena Beluva-gåmako ten' upasaµ- 
kamissåmåti." ……yena Beluvagåmako tad avasari. tatra sudaµ Bhagavå Beluva- 
gåmake viharati）。DN.016MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃経」vol.Ⅱ　　p.098）

　［9］以下には複数の経由地が示されているものを紹介する。これにはより明確に当時の

交通路が表されていると見ることができる。

　［9-1 ⇨］ヴェーランジャー　　　パヤーガの渡し場

［世尊は］ヴェーランジャーに随意の間住された後、ソーレッヤ［城］（1）、サンカッ

サ［城］（2）、カンナクッジャ［城］（3）を経てパヤーガの渡し場（4）に赴かれた（Ve- 
lañjåyaµ yathåbhirantaµ viharitvå anupagamma Soreyyaµ Saµkassaµ Ka∫∫akuj- 
jaµ yena Payågapati††hånaµ ten' upasaµkami）。Vinaya「波羅夷001」（vol.Ⅲ　　
p.011）

（1）当該箇所の復註 SAratthadIpanI-TIkAによると「ソーレッヤ・ナガラ等に近づかずに（Sorey- 

yanagarAdIni anupagantvA）」（ChaTTha SaGgAyana CD-ROM 版、MYANMAR　vol.Ⅰ　　
p.459）とあって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

（2）Dhammapada-aTThakathA（vol.Ⅲ　　p.224）などにはSaGkassa-nagareとあって、その規模を

示す属性は「ナガラ（nagara）」とする。

（3）BuddhavaMsa-aTThakathA（p.233）にはKaNNakujja-nagareとあって、その規模を示す属性

は「ナガラ（nagara）」とする。

（4）当該箇所の復註 SAratthadIpanI-TIkAによると「‘パヤーガの渡し場’とは、ガーマと渡し場

の名称である（PayAgapatiTThAnan ti gAmassa pi adhivacaM titthassa pi）」（ChaTTha 

SaGgAyana CD-ROM 版、MYANMAR  vol.Ⅰ　　p.459）とある。
　［9-2 ⇨］バンダガーマ　　　ボーガ・ナガラ

［世尊は］バンダ・ガーマに随意の間住されたのち、阿難に「阿難よ、私はハッティ・

ガーマ、アンバ・ガーマ、ジャンブ・ガーマ、ボーガ・ナガラに赴こう」と告げられた

（Bha∫∂agåme yathåbhirantaµ viharitvå åyasmantaµ Ånandaµ åmantesi : "åyåm' 
Ånanda yena Hatthigåmo……Ambagåmo……Jambugåmo……yena Bhoganagaraµ 
ten' upasaµkamissåmå ti）。DN.016MahAparinibbAna-s.（「大般涅槃経」vol.Ⅱ　　
p.123）

　［9-3 ⇨］コーサラ　　　ゴーダーヴァリー河の堤

［バーヴァリン（BAvarin）婆羅門が］コーサラ人たちの美しいプラ［すなわち、舎

衛城（1）］からダッキナーパタに来た（KosalAnaM purA rammA agamA DakkhiNApa- 
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thaM）……彼はアッサカの領域とアラカ［の領域］の接したところの（2）ゴーダーヴァ

リーの堤に（3）住した（so Assakassa visaye ALakassa samAsane, vasI GodhAvarIkUle）。

Suttanipåta  v.976-977（p.190）
（1）SuttanipAta-aTThakathA（vol.Ⅱ　　p.580）によると「‘コーサラ人たちのプラ（都市）から’

とは、コーサラ・ラッタのナガラから、サーヴァッティー（舎衛城）から、と言われる

（KosalAnaM purA ti KosalaraTThassa nagarA, SAvatthito ti vuttaM hoti）」とある。

（2）同上註釈書（vol.Ⅱ　　p.581）によると「‘彼はアッサカの領域とアラカの［領域の］接した
ところに’とは、かの婆羅門がアッサカとアラカという２つの王国の接した領域に、近き国

に、２つの国の中間に、と同意である（so Assakassa visaye, ALakassa samAsene ti so 

brAhmaNo Assakassa ca ALakassa cA ti dvinnam pi rAjUnaM samAsanne visaye Asanne 

raTThe, dvinnam pi raTThAnaM majjhe ti adhippAyo）」とある。

（3）同上註釈書（vol.Ⅱ　　p.581）によると「‘ゴーダーヴァリーの堤に’とは、ゴーダーヴァリー
河の堤に、である（GodhAvarI kUle ti GodhAvariyA nadiyA kUle）」とある。

　［9-4 ⇨］アラカの［首都］パティターナ　　　ラージャガハ

［バーヴァリン婆羅門の弟子 16人が］アラカ（1）のパティターナ（2）に入り（ALaka- 

ssa PatiTThAnaM pakkAmuM）、それから古都のマーヒッサティ（3）へ、またウッジェー

ニー（4）、ゴーナッダ（5）、ヴェーディサ（6）、ヴァナサ（7）と称されるところへ（MA- 

hissatiM tadA UjjeniJ cApi GonaddhaM VedisaM VanasavhayaM）、またコーサンビー、

サーケータ、サーヴァッティーに行った（KosambiM cApi SAketaM SAvatthiJ ca pu- 

ruttamaM）。［ついで］セータヴィヤ、カピラヴァットゥ、クシナーラーの都市に

［入った］（SetavyaM KapilavatthuM KusinAraJ ca）。またパーヴァー、ボーガ・ナ

ガラ、ヴェーサーリー、マガダのプラ［すなわち、王舎城（8）］へ（PAvaJ ca Bogana- 

garaM VesAliM MAgadhaM puraM）、そして美しく喜ばしきパーサーナカ（9）・チェー

ティヤに［到達した］（PAsANakaJ cetiyaJ ca ramaNIyaM manoramaM）。Suttani- 

pAta  vs.1011-1013（p.194）
（1）『印度仏教固有名詞辞典』p.016、並びにDictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　p.190）

‘1.ALaka’を参照。

（2）赤沼智善、G. P. Malalasekeraはアラカの首府（首都）とする。『印度仏教固有名詞辞典』

p.016、並びに Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅱ　　p.127）を参照。
（3）SuttanipAta-aTThakathA（vol.Ⅱ　　p.583）によると「‘マーヒッサティへ’とは、マーヒッ

サティという名前の古のナガラへ、と言われる（MAhissatin ti MAhissatinAmikaM 

purimanagaran ti vuttaM hoti）」とあって、その規模を示す属性は「ナガラ（nagara）」

である。なお赤沼智善、G. P. Malalasekeraはアヴァンティの市（首都）とある。『印度仏

教固有名詞辞典』「UjjenI 1」の [8]（p.704）、ならびに Dictionary of PAli Proper Names.

（vol.Ⅱ　　p.623）を参照。
（4）JAtaka-aTThakathA（vol.Ⅳ　　p.397）には AvantiraTThe Ujjeninagare とある。なお G. P. 

Malalasekeraはアヴァンティの首都とする。Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　
p.344）を参照。

（5）SuttanipAta-aTThakathA（vol.Ⅱ　　p.583）によると「‘ゴーナッダ’というのは、ゴーダプ
ラの名である（Gonaddhan ti Godhapurassa nAmaM）」とあり、サーンチーに近いところに

あったらしいと言われる。中村元『ブッダのことば』の註「ゴーナッダ」（p.256）を参照。

（6）アヴァンティ国の首府であったという。中村元『ブッダのことば』の註「ヴェーディサ」
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（p.257）を参照。

（7）SuttanipAta-aTThakathA（vol.Ⅱ　　p.583）によると「‘ヴァナサと称されるところ’とは、
パヴァナ・ナガラと言われる。［そのナガラを］ある人びとは“ヴァナサーヴァッティ”と

［称している］（Vanasavhayan ti PavananagaraM vuccati, "VanasAvatthin" ti eke）」と

ある。なお「ヴァナサーヴァッティ」を「森の舎衛城（Vana-sAvatthi）」と解されている。

村上真完・及川真介訳註『仏のことば（四）─パラマッタ・ジョーティカー─』（春秋社　

1989）p.025 参照。

（8）同上註釈書（vol.Ⅱ　　p.584）によると、「‘マガダのプラに’とは、マガダの首都ラージャ
ガハ（王舎城）に、という意味である（MAgadhaM puran ti MagadhapuraM RAjagahan ti 

adhippAyo）」とある。

（9）同上註釈書（vol.Ⅱ　　p.584）によると「‘パーサーナカ・チェーティヤに’とは、昔、大き
な岩の上に、デーヴァの住処（神祠）があった。ところが世尊が出現されたとき、［そこが］

ヴィハーラ（精舎）となった。それはそのまま古き名称で“パーサーナカ・チェーティヤ”

と言われる（PAsANakaM cetiyan ti mahato pAsANassa upari pubbe devaTThAnaM ahosi. 

uppanne pana Bhagavati vihAro jAto. so ten eva purimavohArena "PAsANakaM cetiyan" ti 

vuccati）」とある。

　［9-5 ⇨］ソーレッヤ　　　サハジャーティ

［レーヴァタ比丘（Revata）は長老比丘たちを避けようとして］ソーレッヤよりサン

カッサに行った（SoreyyA SaMkassaM agamAsi）……サンカッサよりカンナクッジャ

に行った（SaMkassA KaNNakujjaM agamAsi）……カンナクッジャよりウドゥンバラ（1）

に行った（KaNNakujjA UdumbaraM agamAsi）……ウドゥンバラよりアッガラプラ（2）

に行った（UdumbarA AggaLapuraM agamAsi）……アッガラプラよりサハジャーティに

行った（AggaLapurA SahajAtiM agamAsi）。Vinaya「七百　度」（vol.Ⅱ　　p.299）
（1）Dictionary of PAli Proper Names.（vol.Ⅰ　　p.377）によれば‘village’とする。

（2）同上書（vol.Ⅰ　　p.377）によれば‘city’（p.009）とする。

　

　［10］以上のように、ジャナパダが添えられずに地名ないしは部族名のみで表されるさま

ざまなケースがあることがわかる。そしてこれには複数形で用いられる場合と単数形で用い

られる場合があるのであるが、次のように整理してよいであろう。

　複数形で用いられる場合は、「十六大国」ないしは「普通の国」を表す場合であって、

「十六大国」の場合は【4】において考察したように、この中にさまざまな「普通の国」を

包摂するからであり、「普通の国」が複数形で表されるのは、これもジャナパダと表現され

ることのある複数の都市や村などが含まれるからであり、これに対して地名が単数形で表さ

れる場合は、都市や村などを示すということである。
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